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かけがわ学力向上ものがたり

－我が校のものがたり 実践編－



「子どもたちの未来のために」

「わたしもそう考えてたんだけど途中で変わったの。前に出て説明してい

い？」「先生！ちょっと難しかったけど、やり方がわかったらできるように

なった！」

教室では、子どもたちが様々な問題に対して自分の考えを伝えたり友達の

考えを聞いたり解決しようと取り組んでいます。そこには、一人一人の子ど

もの「ものがたり」があり、そのものがたりを支える先生の「ものがたり」

があります。

掛川市教育委員会では、「学力」とは何かを、学校、家庭、地域で共通理

解をして、どのようにしたら学力の向上が図れるか、その理念や方法等を「も

のがたり」としてまとめた「かけがわ学力向上ものがたり」を策定しました。

学校では、夢に向かって自ら考え自ら判断し、心豊かにたくましく生きる

子どもの育成につながるよう、日々の実践の中で、主体的・協働的に学習に

取り組む子どもたちを育ててまいりました。本年度も、児童生徒の学習状況

に基づいた学校独自の特色ある「我が校のものがたり」を作成し、全教職員

が共通理解のもと、学力向上への積極的な授業改善を進めてきました。

本年度の夏に発行した「我が校のものがたり」において、各校の校内研修

における目標と、それを実現するための具体的な方策をまとめていただきま

した。この「我が校のものがたり 実践編」には、校内でどのように研修を

進めていったのか、またその結果、どんな成果や課題が見られたのかが記さ

れています。

各学校並びに、実践報告を提出していただいた先生方におかれましては、

御多用の中、多大なる御協力をいただき、誠に感謝申し上げます。子どもた

ちの実態に応じた素晴らしい実践の数々から、子どもたちの充実した学びの

姿が想像できます。

今後も、掛川の子どもたちの学力向上に向けて、学校、家庭・地域、教育

委員会が連携して、子どもたちの未来のための教育活動の充実に努めてまい

ります。

掛川市教育委員会
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「進んで関わり学び合う子」  

の育成を目指して  

目 指 す 姿 に つ い て  

 昨年度から継続して、子どもたち自身に、学ぶ必要感を持たせたいと考え、子ど

もたちが夢中になって「話したい」「聴いて比べてみたい」「もっと調べたい」

「考えてみたい」といった主体的な学びを目指した。解決したいという思いが持て

れば、追究しよう、交流しよう、という意欲につながっていくと考えた。そのため

に、子どもたちが考えたくなるような課題の設定について研修を行ってきた。そし

て、課題を解決するための交流方法の工夫についても継続して研修を行った。さら

に、自分の思いや考えをわかりやすく表現する場の設定を、グループ交流や全体交

流の中に位置づけ、どのようにしたらわかりやすく伝えることができるかを研修し

ていった。 

〈目指す子どもの姿〉 

 

 

 

今 年 度 の 取 り 組 み  

〈手立て〉 

 

 

 

１ 子どもたちが考えたくなるような課題の設定 

○導入を工夫し子どもたちの発言や疑問から課題を作っていくことで、課題解決の

意欲を高めることにつなげた。 

〈４年算数〉 

 ○子「グループが大きすぎる。もっと仲間分けできる 

んじゃない？」 

→学習課題 

「自分たちで作った四角形をもっとくわしく仲間分けする方法を考えよう。」  

▲課題に行くまでに時間をかけすぎてしまうことがあった。 

○単元全体を見通して、課題を設定していくことで、子どもたち自身が何を学ぶか

                      掛川市立日坂小学校 岡戸 良太 

 

①考えを比べながら聴き、伝え合う姿 

②仲間と協力して、課題を解決する姿 

③自分の思いや考えをわかりやすく表現する姿 

１ 子どもたちが考えたくなるような課題の設定 

２ 課題を解決するための交流方法の工夫 

３ 自分の思いや考えをわかりやすく表現する場の設定 
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把握しながら意欲的に学習することができた。 

〈５年外国語〉 

・メインアクティビティから単元を構成していく。メインアクティビティから逆算

して、身につけさせたいセンテンスなどを１時間ごと学習していくことで、教師

も児童も見通しや目的をもって学習することができた。 

２ 課題を解決するための交流方法の工夫 

○目的や状況に合わせて、交流の形態を工夫することができた。 

〈３年算数〉 

・交流活動を３人組にすることで、１人１人の発言が増え、 

課題に向かって意欲的に取り組むことができた。 

▲交流の意図を明確に持っておかないと、活動だけの授業になってしまう。 

３ 自分の思いや考えをわかりやすく表現する場の設定 

○教具を工夫することで、自分の思いを表現することに効果的であった。 

〈２・６年道徳〉 

例：気持ちのシーソー、心のバロメーター 

 

▲自分の思いを伝えたい気持ちが強く、相手の考えを聞く力をより伸ばしたい。 

▲小集団の中で自分の思いを積極的に伝える児童が多くなってきたが、全体の場で

は、まだ表現する力が弱い。 

成 果 と 課 題  

 研修を通して、全職員が工夫して課題を設定することを意識しながら、授業を構

想することができるようになった。それによって、子どもたちが主体的に学習に取

り組み、仲間と協力しながら課題を解決しようとする姿が多く見られたことは、 1

つの成果である。 

 また、つけたい力や本時のねらいに合わせて、交流方法を工夫することができ

た。ペア交流や 3人組、自由交流、ジグソーグループなど様々な形態を試行した。 

また、いきなり交流活動に入ったり、個人学び→グループ→全体にしたりと、交

流の位置づけについても研修を進めた。様々な方法を試行し、よさや課題を共有す

ることができた。ただし、交流の時に教師がどう支援すべきか、また、交流を通し

て児童の思考がどう変容したのかを見取ることに課題が残った。 

来 年 度 へ 向 け て  

 今年度の成果と課題を生かし、来年度は、「①単元全体を見通して学習課題を設

定していくこと」、「②教師の出番や単元での位置づけなど交流の意図や目的を明

確にもつこと」の２点を重点に取り組んでいきたい。 
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３年 かけ算の筆算 

＜本時で働かせたい見方・考え方＞ 

 数の仕組み（１０のまとまりとばらにわける）や乗法九九及び乗法の性質（分

配法則）に着目し、（２位数 ×１位数）の計算の意味と方法について考察する。 

  

進 ん で か か わ り 学 び 合 う 子 を 目 指 し て  

１ は じ め に  

本年度の本校の研修テーマは「進んでかかわり、学び合う子」である。そして、

そのテーマ実現のための目指す子どもの姿を①課題を自分のものとし、仲間と協力

して解決しようとする姿、②自分の思いや考えを分かりやすく表現する姿、③考え

を比べながら聴き（訊き）伝え合う姿とした。そして、そのような子どもの姿を実

現するための手立てとして、昨年度の取組をベースにし、「課題設定の工夫」と

「学び合いの質の向上」の２点に取り組んできた。 

２ 教 科 の 視 点 を 取 り 入 れ て  

研修を進めていく中で、テーマ実現のためには、今まで以上に教科の本質に迫る

教材研究の必要性を感じた。その教科、単元で育成したい資質・能力は何か、働か

せたい見方・考え方は何か等について教材研究していくことで、子どもたちの深い

学びが実現すると考えたからである。そこで、本年度は、手立てについて捉え方を

以下のように見直し、実践を行った。 

（１）課題設定の工夫 

①子どもの日常生活や身近な事柄を課題へと高め、子どもに学びの必要感を

もたせる。 

②子どもが教科の見方・考え方を思わず働かせたくなるような学習問題を生

み出すような課題設定。 

③これまで身に付けてきた見方を働かせ、課題解決のためにはどのような考

え方が使えそうかを全員で確かめ、解決の見通しを持たせることで、どの

子も学びの土俵に乗ることができるようにする。 

（２）学び合いの質の向上  

①教科の見方・考え方を働かせて話し合うことで、自分の考えを広げたり、

深めたり、新しい考えを生み出したりするような学び合い。 

②学び合い＝グループ活動ではない。学習活動全てを学び合いととらえ、

「型」にはこだわらない。 

３ 具 体 的 実 践  

 

 

 

 

                     掛川市立東山口小学校 山口 真弓 
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＜課題設定の工夫＞ 

 ２１ ×３の計算の仕方を考えさせるために、既習のかけ算を扱い、いくつかの

式を組み合わせれば解決できそうだという見通しを持たせるようにした。そうす

ることで、被乗数を分けて計算する筆算の仕組みの理解につなげた。 

＜学び合いの様子＞ 

 「九九に変身できないか」「まとまりで考えることができないか」という見通

しをもてた。２１＋２１＋２１や３の段を延長して求めようとしていた子も、

「２１は２０と１にわけることができる」ことを手がかりにして、九九、まとま

りをつくることや位をわけるという見方を働かせながら、問題解決する姿が見ら

れた。 

＜ゴールの姿＞ 

 かけられる数を十の位と一の位に分けて九九を使って計算することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成 果 と 課 題  

◎子どもたちが見方・考え方を働かせて話し合うような学習問題を生み出すために

は、課題設定を工夫し、どの子も自分事として課題に取り組ませることが大切だ

ということが分かった。 

◎どの子も主体的に課題を解決するためには、見通しが大切だと言うことが分かっ

た。 

◎考えを深めたり、新しい考えを生み出したりするためには、学び合いが必要だと

いうことを確認することができた。 

△学び合いをより質の高いものにするために、一人一人が考えを持って話し合いが

できるように、個の力を高めることが大切である。そのための教材研究を積み重

ねていく。 

 

４ 来 年 度 に 向 け て  

来年度も、子どもたちが学び合いの中で教科の見方・考え方を働かせて問題解決

に取り組み、概念としての知識を身に付ける授業が展開できるよう、教材研究を重

ねていきたい。 
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「きき合い  学び合う授業」を目指して  

 

は じ め に  

 本校では、平成２９年度より、重点目標を「思いを受け止め 思いを伝えよう」

と設定しています。この重点目標を達成するためには、児童一人一人の「思いや考

えを受け止めてもらえる」集団の育成が必要であり、その具体として集団が児童一

人一人の思いや考えを『聴く』行動が大切になってきます。「聴いてもらえる」集

団の雰囲気ができて、初めて個々の児童が、「自分の思いや考えを表現することが

できる」、また「自分の分からないことや困ったことを『訊く』ことができる」よ

うになると考えました。そこで、この２つのきく（聴く・訊く）に焦点を当て、

「きき合い 学び合う授業」を研修テーマに据え、研修を進めてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 「きき合い 学び合う授業」を具現化するための手立てとして、 

・「やってみたい！」学習問題の設定 

・きく活動を取り入れた学び合いの場の設定 

の２つを研修の視点として取り組んできました。 

 

「やってみたい！」学習問題の設定 

 ５月の提案授業、７月の大研を通して、子どもたちが「やってみたい！」と主体

的に解決しようとする学習問題とは何かを追求していきました。そして、以下の３

点を共通理解した後、学年研修の授業公開を行いました。 

 

 

 

学年研修の授業公開では、子どもたちの意欲的に学ぼうとする姿が、様々な場面

で見られました。教師が学習問題を精選し提示することで、子どもたちが、授業で

何を学ぶのか見通しをもって活動することができたのだと思います。 

                     掛川市立西山口小学校 青島 央典 

 

 

「何を伝えたいのかな？」 

「自分と同じところは？」 

「自分と違うところは？」 

   考えながら聴く 

 
「え～わからない・・」 

「どうして？」「なんで？」 

「もう一回言って 。」  

   聴いたことを尋ねる 

「人（相手・自分 ）」  

「もの、こと」を 

「つなぎ・もどし」 

対話をすること 

｢ 聴 く ｣  ｢ 訊 く ｣  
｢学び合う｣ 

①子どもたちの「？」から生まれた学習問題・・・子どもの困り感 

②何をすればいいのか、何を考えればいいのかがわかる学習問題・・・焦点化 

③友だちと一緒に考えたい、考えを聴きたいと思う学習問題・・・対話の必然性 
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きく活動を取り入れた学び合いの場の設定 

 本校では、指導案に「本時のきく活動を取り入れた学び合いの場の設定」につい

て書くようにしています。教師が、場面（課題提示後・追求場面・まとめ）、人数

（ペア・班・全体）、形態（フリー・同じ考え同士・違う考え同士）、目的（確

認・深める・広げる）等を明確にして、きき合う場を設定することがねらいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きき合いの場を積み重ねていく中で、子どもたちから動き出し、話合いに発展し

ていく姿も見られるようになってきました。その姿は、本校が目指している「きき

合い」が具現化された一つの姿でした。 

 

来 年 度 へ つ な ぐ  

 今年度の研修の成果として、子どもたちが意欲的に学ぶ姿が見られ、少人数での

きき合いが充実してきました。一方で、全体でのきき合いで、考えをつなぎ深めて

いくことに課題を残しました。そこで来年度は、 

 

    子どもが意欲的に学ぶ         

       きき合い            

 

へ進化させていきたいと考えています。子どもたちが考えをつなぎ、考えを深めて

いく授業の実現を目指して研修を進めていきたいと思います。 

２年国語『ことばあそびうた』 

 学習問題を提示した後、子どもたちが「解決し 

たい。」「考えたい。」という思いをもったタイ 

ミングできき合う場面を設定しました。教材文を 

２人に１枚ずつ配付することで、ペアで自然とき 

き合う姿が見られました。 
 

５年体育『マット運動』 

 意図的に編成したグループで、お互いの課題を 

確認した後で活動に入りました。タブレットを用 

いて動きが視覚的に分かるようにしたり、技能向 

上のポイントを絞ったりしてきき合いの焦点化に 

つなげました。活動中に自然なきき合いが生まれ 

深い学びにつながっていきました。  

子どもが主体的に学ぶ 

解決のためのきき合い 
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み ん な が つ な が る 授 業 づ く り  

１ ・ ２ ・ ３ の 学 校  

 「上内田小ってどんな学校？」と聞かれたら、子どもた

ちは、「１・２・３の学校」と答えます。本校の自慢であ

る「一輪車の１」、二宮金次郎をモデルに子どもたちの自

尊感情を高める「にこじろう運動の２」、そして「参加型

授業の３」です。学級全体で関わりながら授業を創ってい

こうとする意識を高めるために、研修テーマを「みんなが

つながる授業づくり～参加型授業の創造～」として、日々

の授業に取り組みました。 

 

つ な が る た め に ～ よ い 伝 え 方 ・ 聴 き 方 ～  

 よい伝え方・聴き方を、

みんながつながる授業の基

礎力として位置付け、スキ

ルアップを目指していきま

した。さらに、みんながつ

ながる授業を具現化してい

くために、「伝え方」「聴

き方」の２つを柱として、

各学級でめあてを設定しま

した。 

 年度始めは、児童の伝え

る対象が教師に向いていま

した。つながっていくため

には、児童の伝える対象が

児童に向かなければいけな

いと考え、窓口教科として

いる道徳を中心に、自分の

考えを友だちに伝え、児童

を主人公にした授業展開を

目指していきました。 

                      掛川市立上内田小学校 村田 智 

いち（体） 

に（徳） さん（知） 
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つ な が る 授 業 の た め に ～ 教 師 側 の 心 得 ～  

 伝える対象を教師ではなく児童に向けることで、児童の関わりが増え、学級全体

で関わりながら授業を創っていこうとする意識が高まっていきました。 

 さらにつながりを深めていくために、教師側の戦略が必要であると考え、ポイン

トを８つにまとめ、

共通理解を図りまし

た。ホワイトボード

を積極的に活用した

り、隊形を工夫した

りすることで、児童

のつながりが深まっ

ていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反 応 す る こ と で 、 深 い つ な が り へ  

 今年度の実践を通して、児童の思ったことや考えたことを伝えるという意識が高

まりました。また、「話し手をよく見て」「うなずきながら」というような聴く力

は高まりましたが、発表者に対する反応の少なさが課題です。学級全体で関わりな

がらよりよい考えを求め、「でもさぁ～」「この考え方の方が…」というような反

応が出てくれば、より深いつながりに

なっていくと思います。話し手の立場

からも、聴き手の立場からも思ったこ

とや考えたことを伝えることができる

という実感をもたせ、友だちの意見に

反応することで、深いつながりを実現

させていこうと思います。そして、関

わりながら学ぶことが楽しいと思える

授業づくりがこれからの目標です。 
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学び合う授業づくりを目指して  

 

は じ め に  

 本校の児童は、課題に対して真面目に取り組むことができるというよさがある反

面、「自分の考えを進んで表現する子が少ない」「意見のはき出しが主になってし

まい、話合いの深まりに欠ける面が見られる」などの課題が見られた。そこで本年

度は、「学び合う授業づくり～『確かな学力』の育成～」を研修主題として設定

し、「学び合いの実現」に焦点を当てることとした。そして、主体的・対話的に学

ぶ手立てを工夫すれば学び合いが生まれるのではないかと仮説をたてた。学び合い

が実現するための手立てに焦点を当て授業を見合ったり、その手立てが有効であっ

たか話し合ったりして、実践を積み重ねていくことで研修を深めていった。 

 

セ ン テ ン ス カ ー ド で 学 び 合 い を 生 む  

「動いて、考えて、また動く」（４年生）の実践 

筆者が、「動く」「考える」を繰り返し、疑問を解決していったという内容を読

み取り、筆者の思いと題名とのつながりをつかむ学習であった。児童は、文章（セ

ンテンス）が「動く」「考える」のどちらの文章なのか分類する活動を行った。ペ

アで活動した後、全体で話し合う中で、意見のズレが生じ、学び合いが生まれた。

また、「動く」「考える」に注目させたことで、自然と児童から「題名と同じ

だ！」の声が上がり、学びの深まりを感

じた。授業後話題にあがったことは、

「ペア活動は必要であったか。」という

ことだった。ペア・グループ活動は学び

合い実現のための１つの方法ではある

が、学び合いを生むためには、児童の

「必要感」が大事だということがわかっ

た。導入や学習問題の大切さを改めて実

感した。 

 

動 作 化 で 学 び 合 い を 生 む   

「海のかくれんぼ」（１年生）の実践 

 もくずしょいが、海藻を体につけてかくれるという内容を読み取り、他の生き物

との違いに気づくことを目標とした学習であった。その中で、もくずしょいの写真

                      掛川市立城北小学校 池田 紀子 

9



 

に、海藻を貼っていくという動作化を行った。動作化をすることで、児童の興味が

高まり、「まだ見えてるよ！」「もっと貼らないと！」と見ていた児童から自然な

つぶやきが出た。視覚的にもわかるため、どの子

も同じ土台にのって学び合うことができたと感じ

た。ただ、子どもたちのつぶやきをどのように全

体に広げていくかが課題としてあがった。 1人の

児童の考えをどのように他の児童につなげていく

か、つぶやきを広げる教師の切り返しの大切さを

感じた。また、動作化の目的を教師がしっかりと

もつことが重要だと実感した。 

 

ネ ー ム プ レ ー ト で 学 び 合 い を 生 む  

     「大造じいさんとがん」（５年生）の実践 

 心情を表す表現や情景描写に着目し、大造じいさんの残雪に対する見方の変容を

読み取る学習であった。残雪に対する見方が大きく変わったと分かる文章にネーム

プートを貼り、同じ表現に注目した児童と意見を交流した後、全体での話し合いに

移った。ネームプレートを貼ったことにより、どの児童も意思表示ができ、その後

の交流でも注目している表現が同じなので、スムーズな話し合いができた。また、

視覚的に誰がどこの表現に注目しているかがわかり、新しい視点に気づかせたり、

考えさせたりする際、有効だと感じた。本研修では、静西教育事務所地域支援課村

田一史参事を招いた。事後研修では、教師が話し合いのどこで児童を立ち止まらせ

るか、どこで考えさせるかが大事ではないかというお話をいただいた。児童の意見

のズレをとらえ注目させることや学習を通して付けたい力や願う姿を具体的にする

ことが、学び合いを生むために不可欠であることが分かった。 

 

来 年 度 に 向 け て  

 本年度の研修の成果は、「ズレや気づきを生み出したり同じ土台にのせたりする

と、学び合いが生まれやすい」ということが明確になったことである。しかし、全

体の場になった時に発言しなかったり、理解しようと聞いていなかったりと児童の

受け身な姿勢がまだ見られ、学び合いが十分にできているとはいえないことが課題

である。これらの成果と課題をふまえ、来年度は、児童が考えたいと思うような導

入や学習問題の工夫、教師が授業の方向性をもち焦点化していく力など、学び合い

の実現に向けて重点をしぼっていく必要があると感じる。今後の教育課程で話し合

い、来年度の研修につなげていきたい。 
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『ともに学び合う』  

～学び合いを通して、「わかった」「できた」が実感できる授業づくり～ 

 

自 分 で 考 え  進 ん で 行 動  

 本校の重点目標である。授業の中でもこうした姿が見られるように、本校の校内

研修では、「学び合い」を取り入れている。本校では、「学び合い」の授業を、以

下の３点で定義している。 

・学級のどの子も見捨てられない、孤立しない、全員参加の授業 

・互いに聴き合うことを大切にして、仲間に受け入れられたことが実感できる授業 

・仲間とともに課題解決することで、「わ

かった」「できた」を実感できる授業 

 今年度は、実践している学び合いが子ど

もの「わかった」「できた」につながるよ

うにするために、私たち教師は、どんな手

立てをうち、どんな支援を行っていくこと

が必要なのか、１年間研修を深めてきた。 

 

子 ど も も 教 師 も 「 学 び 合 う 」 た め に  

 ともに学び合う授業を目指し、研修の土台となる様々な手立てを講じてきた。 

・目指す授業像を子どもとともに考え、各教室に掲示した。 

・佐藤雅彰先生を講師として招聘し、中心・公開授業だけでなく、校内研修への助

言をいただいた。 

上記の内容は主な手立てであるが、こうした土台をもとにして、校内研修を行っ

てきた。 

〇共通実践事項の設定 

 コの字型の座席配置にすることや、教

師の意図的氏名で授業を進めること、

１・２年はペア、３年生以上はグループ

を、考え作りの段階から取り入れること

など、どのクラスでも同じように取り組

むこととして設定した。 

〇ジャンプ問題への挑戦 

 授業の前半に本時で学習する基本的な考え方を確認し、後半にその力を活用する

                      掛川市立第一小学校 石塚 将大 
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問題（ジャンプ問題）を扱う構成での授業を行った。ジャンプ問題については、昨

年度より佐藤雅彰先生から御指導いただき、今年度中心授業でも行うこととした。 

〇子どもの「わかった」「できた」を見取るための手立ての設定 

 授業案の終末に、見取るための手立て

や、「わかった」「できた」を実感でき

た子どもの姿を具体的に明記した。ま

た、中心授業では、教室のグループごと

に、着目する職員を決め、事後研では子

どもたちがどのような表れだったのかを

具体的に話ができるようにした。 

 

本 年 度 の 取 り 組 み の 成 果 と 課 題  

 ＜成果＞ 

・どのクラスにおいてもペアやグループでの学び合いを行うことで、９割の子ども

が自分の考えをもつことができたと答えている。 

・友達の発言を聴くこと、分からない時には友達に聞くことができるようになって

きた。 

・ジャンプ問題を行うことで、学習意欲が向上したり、自然と学び合う姿が見られ

たりした。 

・授業のねらいにあった振り返りを行うことで、学習問題を意識して取り組んだ

り、自信をもって授業を終えたりする子が増えた。 

 ＜課題＞ 

・学び合いに入れない子や、グループの隊形で学び合っていても自分の考えがもて

ない子がいる。 

・ねらいや付けたい力に向かって、学び合いを取り入れないと、学び合いの目的が

ぼやけたりグループでの学び合いが意図していない方向に流れたりしてしまう。 

 

さらに学び合いを深め、「わかった」「できた」を実感させるために 

 今年度の研修を継続しつつ、「教師が教えるのではなく、子ども同士が学び合っ

ていくために教師はつなぐ役割を意識していくこと」「付けたい力を明確にし、子

どもの姿で具体的にイメージした評価を考えておくこと」の２点が必要であるとい

うことが見えてきた。「自分で考え進んで行動」が授業においても行われるように

さらに研修を深めていきたい。 

 

12



 

主 体 的 に 学 ぶ 掛 二 小 の 子 ど も た ち  

 

１  主 体 的 に 学 ぶ 児 童 を 育 て る 授 業  

「主体的に学ぶ児童を育てる授業づくり」を研修主題として、３年目となりま

す。付けたい力に即した、効果的な交流活動を工夫することで、児童が自ら進

んで関わり合っていく授業を目指し研修を進めてきました。 

 

２  全 職 員 で の 授 業 実 践  

(1) 導入５分、展開 30 分、まとめ 10 分   

  ３年生の算数では、 ICTを活用するなどして、短時間で課題を共有する導入を

目指しました。児童は、「 30 ÷ 3までは計算できるけど、その続きはどうやっ

たら計算できるのかな。」という問いを共有することで、自力解決までの見通し

を考え、友達と協力して解決しようという思いをもちました。考える時間を確保

して、授業でしっかりと力を付けることを意識した時間配分にしていきました。 

また、まとめの時間を 10 分確保することにも取り組みました。自分の言葉で

まとめを書くことで、確実に学習内容を定着させることを目指しました。 

 

(2) 児童の「やってみたい」を大切に  

  １年生の国語では、「宝物を友達に教え合おう」という学習活動を設定しまし

た。各学級で考えた発表を、他の学級に伝えるという活動です。より詳しく説明

するために、友達の説明を聞いて質問をし合いました。自分の宝物を手元に置い

て説明することで、相手に伝わる話し方を意識することができました。友達から

たくさん質問を受けることで、「誰に、いつ、どこで手に入れた宝物なのか。」

など、より具体的な発表ができるようになってきました。児童の「伝えたい！」 

という思いを大切にした実践でした。 

  

 

 

 

 

 

 

                      掛川市立第二小学校 松本 昌幸 
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(3) 付けたい力に即した交流活動を  

 ６年生国語「鳥獣戯画を読む」では、筆者の書き方の工夫を見付けるために、自

分の考えとの共通点や相違点を友達との交流で探していきました。授業のねらいに

合わせて、交流の形態や方法を工夫しました。掛二小では、主に３つの交流を使い

分けています。「確認の交流」は、ペアで気軽に意見を交換します。全員に話す機

会が与えられるので、主体的に授業に関わることができます。「広げる交流」は、

自分とは異なる意見や思いつかなかった考えに気付かせる交流です。「深める交

流」は、グループで考えを絞ったり、より質の高いものを構築したりする交流です。

このような交流活動を通して、友達と関わり合いながら学習を深めることができま

した。 

 

 

３  新 学 習 指 導 要 領 の 実 施 に 向 け て  
再来年度より完全実施される外国語や「特別の教科道徳」の研修を深めました。

外国語では、児童がより主体的に取り組むための学習課題の設定を工夫しました。

⒋年生の道徳では、自分の特徴や良さを、友達から教えてもらいながら気付いて

いこうとする実践を行いました。掛二小では、「すずかけ賞」という取組を実践

しています。これは、児童のがんばりや模範となる行動を全校で見取り、賞揚し

ていくものです。本校が目指す自己肯定感を高める目標と関連付けた実践となり

ました。 

 

４  こ れ か ら も 授 業 で 力 を 付 け て い く  

 掛二小の児童が、友達と主体的に関わり合っていく中で、力を付けていく授業が

見られました。今後も、児童がより「わかった！できた！」と実感できるような授

業を目指していきたいです。そのために、「解決したい課題や問い」と「課題を解

決するための対話と思考」を授業でどう位置付けていくのかについて、全職員で研

修を深めていこうと思います。 
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対話をうみだす授業づくり ～ＩＣＴ活用を通して～  

 

はじめに 

本校では、平成 29年度の新校舎完成に伴い、ICT活用に関しての環境が整ったこ

とで、ICTを積極的に活用する授業づくりに取り組んできました。それによって、

子どもたちの学習意欲が増し、教師の ICT活用のスキルアップにもつながりました。  

そこで本年度は、そのスキルを生かし、意欲だけでなく、子どもたちの対話をう

みだすための手段として ICTを有効に活用する方法について、３回の中心授業での

実践を柱に研修を進めました。 

実践 

（1）ICT活用を絡めたジグソー学習 

 ５年生は、社会科「食料生産を支える人々 米づくり

の盛んな地域」において、タブレットを活用したジグソ

ー学習による授業実践を行いました。まず、３種類の資

料の場所へグループの代表者が行き、そこに集まったメ

ンバーで資料から分かる事実やそこから考えられる米農家の悩みに迫るエキスパー

ト活動を行いました。１つの資料をじっくり見たり注目するところを拡大して見たり

することで、対話をうみだしました。そして、元のグループへ戻って報告し合い、そ

れぞれの資料の関係性を考え、まとめていくことができました。 

（2）導入の工夫、前時と次時につながる提示の工夫 

 １年生は、国語科の「海のかくれんぼ～海のかくれん

ぼクイズをつくろう～」において、説明文の読み取りの

授業実践を行いました。まず、デジタル教科書の動画を

使い、「何がかくれているでしょう。」と問い掛けます。

子どもたちはつぶやいたり、友達と話し合ったりするな

ど興味津々です。そして、正解の映像を流すと子どもた

ちは歓声を上げ、これから始まる授業の魅力へ引き込ま

れていきました。授業中盤の「つくる・高める」段階で

は、前時に学習した「はまぐり」の本文と、本時の「た

こ」の本文を並列に提示し、書かれ方の共通点を気づき

やすくすることで、となりの子と話したり、気づいたことを発表したりすることが

できました。ここでの学習は、次時の「もくずしょい」の学習にもつながり、その

書き方を活かして海のかくれんぼクイズを作ることができました。 

掛川市立中央小学校 佐藤 仁美 
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（3）ICT活用による時間短縮と子どもの思考時間の確保 

 ４年生は、算数科の「面積」の単元において複合図形の面積の求め方についての

授業実践をしました。この授業では、子どもたちの考えを教科書の考え方の例をも

とに分類整理していきました。その際、ホワイトボードの中央にプロジェクターで

教科書の考え方を映し出し、その周りに、子どもたちから出された考え方を対話し

ながら整理していきました。複合図形の求め方は様々な方法があり、子どもたちか

ら出される考えをまとめていく際、時間がかかりま

す。しかし、教科書の例を示しておくことで「切り

方が違うだけで考え方は同じ」だということに気づ

きやすくなり、分類の視点がぶれることなく話し合

うことができました。また、そこでの時間短縮によ

り、本時の学びを活用した応用問題に取り組む時間

も確保することができました。 

成果 

研修テーマに沿った手立てを明確にして周知することを徹底したため、事後研修

では、視点がぶれることなく話し合うことができ充実した研修となりました。また、

様々な教科や活用方法を取り入れた実践ができたため、ICT活用方法の幅が広がり、

教師の ICT活用への自信も増しました。 

さらに、事後研修の後、個人で振り返りや生かしたいことを「校内授業研ふり返

りシート」に書き溜めたことで日々の実践につながりました。 

課題 

 中心授業や事後研修を重ねていく中で、子どもたちの「主体的・対話的で深い学

び」を実現させるためには、「対話をうみだす」だけでなく、「深めていく」ための

対話でなくてはならないことや、そのための手段としての ICT活用でなければなら

ないことを感じました。また、そのような授業をつくっていくためには、事前研修

を充実させる必要性も感じました。 

これからに向けて 

 本年度の研修を通して出てきた成果や課題を見つめ直したことで、中央小は「対

話をうみだす」から「対話を通して深める」ことに研修の視点を変えていこうと考

えています。これまでの実践を生かし、子どもたちの深い学びにつなげられるよう

に、これからも研修に励んでいきたいです。 
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伝え合うことができる子を目指して               

                         掛川市立曽我小学校 野代 理恵 

人権教育の指定１年目 

今年度は、曽我小が人権教育の指定を受けて 1年目です。伝え合うことができると

いうことは、相手を意識した聞き方・話し方につながります。つまり、人権意識が土

台にあるというおさえで今年度の研修をスタートしました。今年度は、以下の 2点を

切り口に研修を進めてきました。 

１，子どもが解決したい課題や問いであったか。 

２，教師の仕掛け（授業形態 板書 教師の切り返しなど）によって子どもたちが

伝え合えたか。 

本校は、各研修教科は自由です。そのため、この視点が非常に重要になりました。 

授業公開する度に、成長していく！  

５年 道徳科 「友の肖像画」（４月） 

 人権教育とも結びつきの深い道徳科の授業を行いました。学習問題について前向き

に話し合う姿勢が見られたものの、思いや葛藤を伝え合う場面は少なかったです。 

また、事後研修の場では、人権教育としても全校で統一して取り組む視点があった

方がいいのではという意見が出されました。県から出されているリーフレット「ユニ

バーサルデザインで みんな楽しい！みんな分かる！みんなできる！」の中から、特

に授業に関することを意識していこうと取り組み始めました。 

４年 道徳科 「心の信号機」（７月） 

 子どもたちが、考えたくなる学習問題でした。４５分 

の中で子どもたちが、揺れる主人公の気持ちをよく考え、 

よく学んだ授業でした。ハートを視覚化し、主人公の迷 

いも分かりました。 

６年 社会科 「幕府の政治と人々の暮らし」（９月）  

 「江戸幕府はなぜ２６０年も続いたのだろう」という 

大きな学習課題から、本時は「なぜ鎖国をしたのだろう」 

という学習問題で話合いました。 

前回の 4年生の研究授業をふまえ、板書のユニバーサルデザイン化を目指し、研修

で「伝え合い」の「つ」を板書に貼ることにしました。大きい「つ」は全体での伝え

合い、小さな「っ」はペアや少人数での話合いを意味します。「つ」を貼ることで、「ペ

アで意見を伝え合いましょう。」という発問が一つ減りました。集中力を切らさず話

合いに入ることができます。 

17



１年 道徳科 「げんきなてるくんと」 

 練られた学習問題、児童の実態を十分に把握した展開、 

計算された時間配分、授業の流れと子どもの思考が分かり、 

さらに文字数も少なく見やすい板書とどれをとっても分か 

りやすかったので、本時のねらいが達成されました。 

後段の時間を十分に確保することができました。 

人権教育の視点で授業を見る！ 

授業を参観された指導主事から「人権教育の視点で授業を見直してください。」と

御指導を受け、その後の研修では、これまで以上に人権の視点を考慮して授業を構想

していくことになりました。 

２年 国語科 「お手紙」（１１月） 

 研修の視点に人権教育の視点を入れてみました。授業者 

も参観する側も初めてで戸惑いました。 

 しかし、人権の視点で授業を見てみることで新たな気付 

きがありました。普段の授業で行っていることを少し丁寧に 

行うだけでも、子どもたちに優しく分かる授業になるのだと 

気付きました。 

３年 算数科 「三角形」（１１月） 

 指導案に人権教育との関わりを入れました。人権教育と本 

時の授業がどう関係するのかが分かりました。『友達のよさを 

見つけ、聞くことができる』ためには「◯◯さんの説明はわ 

かりやすいね。」「◯◯さんのおかげで分かったよ。ありがと 

う。」などの言葉があるとよいことや、『他者を意識して話す 

ことが出来る』ためには、「例えば、～」「なぜかというと、 

～からです。」などの言葉があると、本時のねらいも達しつつ、 

人権教育のねらいも達成できることが意識できました。 

人権教育を意識した授業を創る 

今年度は、人権教育を意識して、曽我小の教師たちは全員授業を公開し、「伝え合

い」を考えました。事後研修が終わる度に、進化を重ねていく公開授業でした。「チー

ム曽我」で力を合わせ、指導主事の先生とともに、来年度はより、成長した子どもた

ちの「伝え合う姿」が見られるような授業を創っていきたいです。 

 

単元の流れが分かるように 

単元計画を貼っておきました。 
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どの子も学び続ける授業を目指して  

は じ め に  

本校がめざすのは「学ぶ子」ではなく、「学んでいく子」です。その違いは主体

性があるか否かにあります。変化の激しい社会にあって、重要となるのは「知識や

技能」等の静的な部分ではなく、「学習力」「活用力」等の動的な部分です。 

そこで本校では、「どの子も学び続ける授業の創造」を研究主題とし、研修を進

めてきました。対話で解決する学習を「協力解決学習」とし、２人組から４人組の

追求学習を進め、「主体的で対話的な学び」の見られる授業づくりをめざしまし

た。授業者が「協力解決学習」を行う場を工夫したり、全体整理の場で「見方・考

え方」を掘り起こす工夫をしたりすることで、子どもたちが学び続ける「学んでい

く子」になると考えました。 

 

「協力解決学習」に向かう場の工夫 

＜３年 算数「円と球」での実践＞ 

子どもたちが「やってみたい」「解いてみたい」

と思うような課題を提示することで「協力解決学

習」に主体性が生まれます。好奇心がいっぱいの３

年生には、まず、画用紙を切り取った円を見せ、

「この円と同じ大きさの円をかけるかな？」と問い

ました。子どもたちからは、「できる！」「えー！

できない。」など様々な反応が返ってきました。本

時の課題を「解いてみたい」と思った子どもたちは、その後の

「協力解決学習」で主体的に話し合うことができました。その

際のワークシートはグループに１つだけ用意しました。１つの

ワークシートを全員で囲むことで、自然と対話が生まれまし

た。「協力解決学習」では、中心を見つけるために「円を２回

折る」「円を１回折って直径を求め、長さを半分にする」な

ど、子どもたちが一人では思いつかないような多様な考えを出

し合うことができ、子どもたちの学びが深まっていきました。 

また、「協力解決学習」中の個の学びを見取るために、理解

度を三段階で表すワークシートを作りました。班全員が「そういうことか！」と納

得できるまで話し合うことを目標に取り組みました。理解できた子が、まだ考えて

いる子の質問に答えたり、説明したりすることで活発な対話が生まれていました。 

                      掛川市立桜木小学校 渡邊 貴則  
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「算数的見方・考え方」を掘り起こすための工夫 

＜６年 算数「曲線のある形の面積」での実践＞ 

協力解決学習によって出された子ど

もたちの学びの中から、その時間に出

会わせたい「算数的な見方・考え方」

を掘り起こしていきます。子どもたち

が見えていなかったことに気付き、学

びをより深いものにしていきます。 

本時では、「協力解決学習」で、円

を平行四辺形に等積変形した図から、

円の面積の公式を求めました。全体整

理では、「円の面積＝半径 × 半径

×3.14」であることの意味を理解でき

るように話し合いました。式の変形の

段階で、半径が２つ出てきたところ

に、授業者がすかさず「それってどう

いうこと？何で半径が２つ出てきた

の？」と切り返しの発問をしました。

子どもたちは、ノートに考えを書いた

りグループで話し合ったりするなど、「わかったつもり」になっていたことの理由

を懸命に考えました。その後の発表では、算数用語を使ったり具体例を挙げたりし

ながら説明し、公式を覚えるだけでなく意味を理解するところまで学びが深まりま

した。 

 

今年度を振り返って 

今年度の研修を通して、子どもたちが「解いてみたい」という意欲をもって課題

に取り組んだり、より深く理解しようと懸命に考えたりするなど、多くの主体的な

姿を見ることができました。後期のアンケートで、「授業がよく分かる」と答えた

子は９３％を越えたことからも校内研修の成果を感じています。また、「協力解決

学習」を進めてきたことで、友達の考えを受け止めたり、友達が分かりやすいよう

に説明したりする力が伸びてきました。この力は、相手を大切にする心情も育て、

授業以外の学校生活の中でも生かされています。友達同士が認め合い助け合う場面

が多く見られるようになってきました。 

今後も、どの子も学ぶ意欲をもって主体的に学び続ける「学んでいく子」の育成

をめざし、授業改善に努めていきたいと思います。 
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み ん な 楽 し い ！ 分 か る ！ で き る ！ 授 業 づ く り 

～交流を通して高め合い、力をつける授業を目指して～ 

積 極 的 に 授 業 に 取 り 組 む 子  

本校では、子どもたちが自ら積極的に授業に臨み、相互に関わり合う姿を目指し

ています ｡ 今年度は、子どもも教師も授業後の姿をイメージして望めるよう研修を

進めてきました。見通しをもつことで、①授業に前向きに取り組む②自分の考えを

生き生きと表現でき、学びを深めることができる③少し難しい課題にも臆すること

なく挑戦することができるのではないかと考えました。今年度の実践を紹介しま

す。 

 

全 職 員 で 授 業 づ く り  

（ 1）単元計画作り 

見通しをもつために必要なこと、それは単元計画です。今年度は、日々の授

業の中で単元計画を作成して学習を進めていきました。１時間ごとの学習のめ

あて、子どもたちにつけたい力を明記し、拡大して教室に掲示しました。子ど

もたちからは、「今日は５時間目だよね」「今日はグループで練習する時間だ

ね」などと、自ら学習に取り組む姿が見られました。公開授業では、全学年で

実施し、充実を図りました。  

 

 

 

 

（ 2）話し合い活動の充実 

昨年度、授業に話し合い活動を取り入れ、朝の時間に「コミュニケーション

タイム」と題して話し合いの時間を作ってきました。子どもたちは友達と話す

                    掛川市立和田岡小学校 白松 麻友子 
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ことが好きになりました。今年度は、更に力をつけるために「何のための」

「どういう姿が」よい話し合いなのか、ゴール地点を定めて、授業の中で設定

をしました。発達段階に応じて、ペア、グループなど形態は様々ですが、思わ

ず身を乗り出して聞いたり話したりする主体的な姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 果 と 課 題  

単元計画を作成することにより、子どもたちだけでなく、授業者が見通しをもっ

て授業に臨むことができました。学習課題や活動内容など、つけたい力に応じて授

業を組み立てることができました。１２月の子どものアンケート結果では、学校が

楽しい８８．２％、授業が分かる８８．２％、人の話をしっかり聞いている８５．

３％とうい結果になりました。教師の意図的な話し合い活動、課題の設定により、

充実した授業に満足感を味わっている子どもが多いことが分かります。しかし、自

分の考えを伝え合って学習しているの項目では７３．５％という結果になりまし

た。自分の考えを十分に伝えられない、聞き手に回っている子どもがいることも分

かりました。 

さ ら な る 充 実 の た め に  

今後は、グループで話し合ったことをクラス全体に広めたり、学習したことを確

実に定着させたりすることが重要であると考えます。どの子も活躍できる場の設定、

有効なグループの設定の仕方なども考えていかなくてはいけません。授業を通して

友だちと考え、話し、自らの考えを深めた経験は、将来の生きる力につながります。

今後も、職員一丸となって研修に励みたいと思います。 
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主体的にとことん学び合う子どもの育成  

 

本年度は、研修主題「主体的にとことん学び合う子どもの育成」を目指し、研修

の重点として「教師の仕掛け」と「子ども同士の関わり合いの工夫」について取り

組みました。 

主題に迫るために、とことん考えてみたくなるような発問の工夫、子どもたちが

学習に主体的に取り組むことができるように資料の内容の精選や提示のタイミン

グ、解決の見通しをもった話合い活動や追究活動の方法

を工夫し、各自が授業実践をしました。その上で、グル

ープ研修においてその成果と課題の共有を図ってきまし

た。 

 

学 習 の 基 盤 づ く り  

４月の学級開きの際に全学級で『教室はまちがうところだ（蒔田晋治著）』を担

任が読み聞かせをすることから始めました。とことん学び合うための支持的な学級

風土の育成を目指し、学習環境の基盤作りとして全職員で共通理解をした上での実

践です。また、『伝え合いレベルアップ表』を全学級の背面黒板に掲示し、子ども

たち一人一人が「聞く」「話す」の目標を各ステージ毎に定めて、実践するように

しました。これらの取組を通して、常に目標を意識することができ、すすんで発表

したり友達の発表に積極的に反応したりする意欲的な姿が見られるようになりまし

た。 

 

重 点 １  教 師 の 仕 掛 け  

学習課題との出会いの場面は、特に大切であると考えます。子どもの主体的な学

びを目指し、例えば算数では児童が実際に４月から６月までに図書館で借りた本の

データを使って、資料の特徴を掴むようにしたり、理科では聴診器を使って校庭の

木が吸水する音を聞かせて、その正体を考えるようにしたりするなど、子どもたち

が考えてみたくなる学習課題の設定を心掛けました。 

導入時には既習学習についても触れるようにし「今までと何が違うのか」「似て

いるところはないか」「今まで学んできたことが使えないか」など、既習事項と比

べて考えることで学習課題へとつなげるようにしまし

た。 

こういった手立てを講じていくことで、子どもたちの

「解決したい」「分かるようになりたい」といった学習

意欲が育ってきていると感じます。 

                      掛川市立原谷小学校 千葉 貴江 
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一方で、教師が掲示した資料の情報量が多すぎたために、かえって意欲の向上に

つながらないことがありました。また、設定した課題が難しすぎて、教師がねらう

到達目標と学習者である子どもの学びにずれが生じてしまい、その差を埋めるため

に発問を追加したり、問い直したりと教師主導で進めてしまうといった課題も残り

ました。このようなことから、設定する学習課題の質や情報の量を吟味する大切さ

を教師が実感しました。 

 

重 点 ２  子 ど も 同 士 の 関 わ り 合 い の 方 法  

対話を取り入れた授業にも積極的に取り組んできました。その形態は、隣の友達

とペアで、小グループで、学級全体で、と授業のねらいによって使い分けました。

また、話合いのリーダーが固定化しないよう輪番制を取り入れたり、時には教師側

が意図的にグループを設定したりすることもありました。このような取組により、

子どもたちは自分の考えを伝えることに対する抵抗感が減

ってきたように思います。 

３年国語「ちいちゃんのかげおくり」では、２つのかげ

おくりをペアで協力して読み取る学習をしました。２つの

場面のかげおくりを比べる際に、上段には家族みんなでか

げおくりをする場面、下段にはちいちゃんが一人でかげお

くりをする場面を配置し、同じ言葉と違う言葉に着目しやすくなるように、意図的

に改行して自作したワークシートを準備しました。（教師の仕掛け） 

ワークシートが配布されると、あるペアでは「ぼくが上の段を読むから、〇さん

は下の段を読んでね。」と役割分担をしてから読み始めていました。互いにアドバ

イスをすることで、文章を書くことが苦手な子も「～でいいよね。」と確認しなが

ら書くことができ、自然と学び合う姿が見られました。この様な素晴らしい姿が見

られた時には、担任がすかさず褒め、認めていくようにしました。 

 

ペアでの学び合いは、自分の考えを伝え合う一番身近な方法であり、どの子にも

学びが保証される有効な手立てでした。自信がなかったり、考えの途中だったりす

る子にとっては、学びを深めることができたと思います。 

一方で、「自分の考えを伝え合う」だけに留まり、そこから「考えを深める」と

いう点では課題が残った授業もありました。考えを深められる話合いの手本を示す

ことや、伝え方、関わり方のスキルの指導にも力を入れていきたいです。 

また子どもたちが、必要感・切実感をもって話合いができるような学習課題。つ

まり、子どもが少し頑張れば届きそうで、友達と協力して考えを出し合っていけば

解決できそうな「課題」を教師側がどうコーディネートしていくかを今後研究して

いきたいです。子どもの表情を的確にとらえながら、子ども一人ひとりが輝く授業

を目指し、研修を進めていきたいと思います。 
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論理的な思考力・表現力の育成  

 

は じ め に  

 本校では、算数を研修の窓口とし、「主体的にとことん学び合う子」を研究主題

と設定しました。「自分の考えをみんなに伝えたい」「もっと考えてみたい」「も

っと友達の意見を聞きたい」と主体的に授業に参加し、友達ととことん意見を出し

合い、ぶつけ合い、学び合っていく子どもを育成していきたいと考えました。 

そして、そのような子どもを育成していくにあたり、論理的な思考力・表現力を

付けていくことが必要であると考えました。論理的な思考力・表現力とは、子ども

が既習学習をもとに、見通しをもち、筋道を立てて、図・式・言葉・操作を使い、

自分の考えを作り、表現する力のことです。この論理的思考力・表現力が付いてい

けば、学び合いも活発になり、より主体的に、とことん学び合おうとするだろうと

考えました。 

 

論 理 的 思 考 力 ・ 表 現 力 を 育 成 す る 柱  

①  「 算 数 ア イ テ ム 」 の 活 用  

子どもが新しい問題に取り組む時、考えの見通しをもったり、作ったりするため

には、必ず既習学習がもととなります。そこで、考えのもとになる既習学習を「算

数アイテム」と名付け、この算数アイテムを使って新しい問題を解決する意識を子

どもたちにつけようと考えました。 

教師は、新しい単元に入る前に、単元の系統性を確認し、問題解決に必要な算数

アイテムを確認しておきます。そして、教室の一角に算数コーナーを作り、算数ア

イテムを掲示しました。 

 

② つ な ぎ 言 葉 を 活 用 し た 言 語 活 動  

                       掛川市立原田小学校 池田 健 
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筋道立てて自分の考えを作ったり話したりするために、「まず」「次に」「そし

て」「だから」といった「つなぎ言葉」を使えるようにしていく必要があると考え

ました。そのために、つなぎ言葉を使って書く・話すなどの言語活動を授業の中に

取り入れるようにしました。 

 また、いつでもつなぎ言葉を意識できるように、教室に掲示したり、授業目標に

取り入れたりする学年もありました。 

 

評 価 と 課 題  

「算数アイテム」の手立ては、論理的な思考力を育成していく上で有効でした。

子どもたちが根拠を持って自分の考えを作ることができるようになりました。ま

た、話合いでも算数アイテムを根拠として友達の考えを説明したり、反対意見を出

したりする姿が見られるようになってきました。一方で、掲示する算数アイテムの

量が多すぎて、わかりにくいという課題もありました。どの既習学習を、どれだけ

算数アイテムとして掲示するか、精選が課題です。 

「つなぎ言葉を活用した言語活動」の手立ては、計算の方法や筆算のやり方のよ

うに、順序立てて説明する時には有効でした。「まず・・・、次に・・・、つま

り・・・・」のつなぎ言葉を使うように指導していったことで、順序よく説明する

ことができました。一方で、「数と計算」以外の領域で生かされにくいという課題

もあります。今後は、「例えば」「もし」「だったら」のように、順序立てる言葉

以外のつなぎ言葉を増やし、使えるように指導していくことで、より論理的な思考

力が育成されると考えています。 

今年度の研修により、「算数アイテム」「つなぎ言葉」は、論理的な思考力・表

現力を育成していくために有効な手立てであることが確認できました。来年度もこ

の 2 つの手立てをさらに研修し、論理的な思考力・表現力の育成につなげいこうと

思います。 
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「仕掛け」「繋ぐ」を意識した校内研修  

１  研 修 テ ー マ の 設 定  

 本校の子どもたちは、読み取る力が低く、自分で考えて行動することが苦手であ

る。そこで、今年度は、研修テーマを「読む力の向上を目指した仕掛けの工夫」と

した。授業の中で、読む力を付けるために教師が「仕掛け」を工夫することを実施

し積み重ねた。さらに、校内研修では「繋ぐ」ことを意識することで、「仕掛け」

の効果を検証していくとともに、日々の授業改善を図った。そうすることで、「自

分で考え、判断し、共に学び合う子」の育成を目指した。 

 

２  ３ つ の 「 仕 掛 け 」  

     職員間の認識によるズレを解消するため、 「 仕掛ける 」 を以下の ３つに定義し

た 。そ うする こ とで 、窓口教科の国語だけでな く 、他教科にも生かせる と考えた 。  

 

①「読みの必要性をもたせる仕掛け」 

説明文では、文章カードを並べ替える こ とで、

接続語や中心文に着目して読ませた 。子どもたち

も 、何度も何度も本文を読み、注目すべき語や文

を見つける こ とができた 。説明文において 、文章

の並べ替えは有効である と感じた 。  

 

②「問題を焦点化し発問を工夫する仕掛け」 

問題を焦点化して 、子どもたちが考えやすい発

問を考え投げかけた 。その際、発問だけでな く 、

導入が子どもの思考と合っているかも大切にした 。

そ うする こ とで 、自分の考えがもてる子が増え 、

主体的に授業に取り組む姿が見られた 。  

 

③「効果的な交流の場を設定する仕掛け」 

効果的な交流するために、 どのよ う なペア ・ グ

ループで、何を話し合わせるのかを明確にして行

った 。事後研修でも 、付けたい力を付けるための

交流になっていたか協議した 。子どもたちは、自

分の言葉で話し合えるよ うになってきた 。  

 

                       掛川市立西郷小学校 太田 愛 
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３  「 繋 ぐ 」 を 意 識 し た 校 内 研 修  
年４回の中心授業では、 Ｐ ＤＣ Ａサイ クルを機能させて、校内研修を進めてき

た 。 しかし 、それでは、日々の授業と関連させていく こ とが難し く 、全職員の授

業改善に繋がらないと感じていた 。そこで、 ３つの 「 仕掛け 」 を意識して授業を

していくために、以下の ２点に取り組んだ。  

 

①自分の授業に「繋ぐ」 

事後研修では、協議し成果と課題を明確にした後、

自分の授業に生かすこ とを各自付箋に記入するこ と

と した 。職員の負担を軽減するためにも 、事後研修

の中で、それについて考える時間を確保した 。 また 、

付箋に書いたこ とを 、学校用グループウェア 「 ミ ラ

イム 」 に各自で入力するこ と と した 。 さ らに、その

内容を記載した研修便り を配付し 、情報を共有した 。  

 

②学年部研修を「繋ぐ」 

Ｐ ＤＣ Ａサイ クルを意識した学年部での公開授業

にするために、学年部で １枚 「 仕掛けシー ト 」 を作

成した 。できるだけ負担が少な くなるよ う 、指導案

に★印をつけて記載した 「 仕掛け 」 をコピーして貼

り付けるものと した 。 このシート で、前の授業者が

どのよ う な 「 仕掛け 」 をしたか一目瞭然になる 。自

分の授業を考える と きに、 「 仕掛け 」 を繋ぐこ とを

意識して考える こ とができた 。 また 、今年度、学年

部でどのよ う な 「 仕掛け 」 を意識して行ってきたか

が分かり 、次年度も活用できる ものになった 。  

 
４  成 果 と 課 題  
○全職員が 「 仕掛け 」 を意識して授業をしたこ とで、子どもたちが主体的に取り

組む姿が多く見られた 。  

○様々な交流の場を設定したこ とで、子どもたちは自分の意見をもち 、友達と話

し合う こ とへの抵抗がな くなってきた 。  

●深める対話がまだできていない。 「 交流の場の設定 」 をもっ と工夫する と と も

に、子どもたちの対話のスキルアップを図る必要がある 。そ うする こ とで、

「 共に学び合う子 」 の育成に繋がる と考えられる 。  

 
５  今 後 の 展 望  

     対話によって深い学びができる児童を育成するために、学校全体で取り組む内

容をよ り具体的に研修していく必要性を感じている 。来年度は、 ３つの 「 仕掛

け 」 から 、 さ らに研修内容を焦点化して行っていきたいと考えている 。  
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「倉真スタイル」授業の確立へ  

思 考 力 を 高 め る 学 習 課 題 の 設 定  

 本校は平成２６～２７年度の２年間、掛川市教育委員会指定「ＩＣＴ活用研究」

に取り組みました。また、平成２８年度は、文部科学省委託事業「ＩＣＴを活用し

た教育推進自治体応援事業」の実証校でした。この間、本校は研究主題を「『説明

する力を身につけた子』の育成～ＩＣＴ機器の効果的な活用を通して～」と設定し

て、研究を進めてきました。 

 昨年度は、ＩＣＴ機器を効果的に活用

して、「おさえる・しかける・たしかめ

る」の３つの授業展開を再構築すること

で、子どもたちの「説明する力」が向上

するだろうという仮説を設定し、研究を

進めました。「おさえる・しかける・た

しかめる」授業のタイムマネジメントを

全員で共有し、様々な可能性を広げるこ

とができました。一方、子どもたちの思

考力の伸びが停滞しているという課題が昨年度の研究で明らかになりました。その

ため、今後求められる「主体的・対話的で深い学び」を支える、思考し続ける粘り

強さを引き出す研究を進める必要があるという結論に至りました。 

よって本年度は、「おさえる」段階で、思考し続ける粘り強さを引き出すために

は、どうしても考えたくなる、知的好奇心を引き出すような学習課題の設定に重点

を置き、子どもたちの主体的な学びや、対話の場面を引き出せるような「倉真スタ

イル」授業の確立を目指しました。 

学 習 課 題 ： 「 本 当 の 友 達 と は 、  

ど ん な 人 な の か な 」  

４年生の道徳「泣いた赤鬼」での学習課

題。赤鬼と青鬼のお互いを思いやっての行

動を資料から読み取り「赤鬼と青鬼の行動

は友達として本当に良かったのか」を話し

合いました。相手のことを思いやった行動

が結果的に相手のためにならなかったのだ

から、どうすれば良かったのか、子どもた

ちは悩みながら話し合いを続けました。授

業前の、本当の友達は優しい子や親切な子

                       掛川市立倉真小学校 法月 淳 

 

ＩＣＴ機器の活用は定着しました。 

 

「青鬼はあれでよかったの？」 
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と考えていた子どもたちが、授業後半では、相手を思うからこそ、言ってあげられ

ることなど考えを深めていきました。思考し続ける粘り強さを引き出すことができ

ました。 

学 習 課 題 ： 「 自 分 だ っ た ら 、  

ど ん な 題 名 を つ け る か な 」  

 ６年生の図画工作の鑑賞の授業での

学習課題。まず「風神雷神図屏風」を

見て、クラス全体で感じたことや予想

される題名について話し合いました。

学習課題のねらいを全員が把握した後

に、様々な題名が発想されそうな、高

松玲子の「デザートの時間」という絵

画作品を提示。今度は２つの小グルー

プに分かれ、それぞれ感じたことや場

面の様子などを書き込み、どんな題名

をつけるかを話し合いました。「デザートの時間」は子どもたちを悩ませるのに相

応しい作品で、どうしても考えたくなる知的好奇心を引き出すことができました。 

学 習 課 題 ： 「 ど う し た ら 、 み ん な が  

同 じ 絵 を か け る の か な 」  

 ２年生の国語。 1年生におもちゃづ

くりの説明書を書いて説明するという

単元を貫く課題に基づき、説明書の書

き方について学習する授業の学習課題。

内容の曖昧な説明文で絵を描き、同じ

説明で絵を描いたのに、違う絵になる

経験を通して、説明文をどう直せば、

みんな同じ絵が描けるようになるのか

考えてみたいという、知的好奇心を引

き出すことができました。 

「思 考 力 が 高 ま っ た 」 と 実 感 す る た め に  

思考力を高める学習課題設定の次の段階は、子どもたち自身が思考力の高まりを

実感することです。思考力が高まったと評価できる「視点」を明確にして、子ども

に思考が高まったことを的確に伝え、実感させることが、深い学びを実現する重要

なポイントになります。本校では今後、各教科で育てるべき思考力と授業者の育て

たい子どもの思考力が一致しているかを診断し、思考が深まったと的確に評価でき

る視点を設定することで、「倉真スタイル」授業を更に高めていきます。 

 
「どんな題名をつけるかな？」 

 

「同じ絵は描けないよねえ？」 
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伝 え 合 い 、 「 問 い 」 を 解 決 す る 授 業  

は じ め に  

 今年度の本校の研修テーマは、「伝え合い、『問い』を解決する授業」です。課

題意識をもち、自ら考える「主体的に学び続ける子」の育成を目指し、思考のずれ

を生み出し、子どもが意欲的に考えるような学習課題づくりと、子どもの学びを深

めるための意図的な交流活動の設定に取り組みました。 

 

手 だ て  

○ 1年生活科研究授業「なつとともだちになろう」 

 砂場遊びを全身で楽しむ子どもの姿を目指し、「どうやって『レベルアップ』さ

せようかな。」という学習課題を設定しました。また、子どもたち同士が交流しや

すくなるよう、活動の場、物の工夫をしました。 

最初は広い砂場で友達と声を掛け合って穴を掘ったり、山をつくったりしていま

したが、徐々に砂場の横の「レベルアップコーナー」の木の葉やバケツ、水、カッ

プ、枝などを使い始めました。友達の活動も気になるのか、周りを見て真似をした

り、声を掛けて一緒に遊び始めたりする子も出てきました。 

教師の仕掛けによって子どもたちの活動がダイナミックになっていきました。こ

の授業から、学習課題だけでなく、場の設定も子どもの主体的な学びにつながるこ

と、子ども同士のかかわりを活性化させることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

。 

 

○各自の実践を出し合う 

 夏季校内研修で、 7 月までに行った実践を出し合いました。項目は、①子どもの

問いを生み出した学習課題 ②効果的だと思ったが、実際は問いが成立しなかった

学習課題 ③効果のあった交流活動 ④課題を感じた交流活動 ⑤子どもの主体的

な活動につながった教師の手だて の５つです。この研修で、自分の実践を振り返

るとともに、９月以降の自分の実践に取り入れられる学習課題、交流活動のヒント

を得ることができました。 

                       掛川市立土方小学校 原田 昌 
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◯学習課題分析 

 11月の１週間、自分の学習課題の特徴、傾向を知

り、今年度の取り組みをふり返るために、全授業の

学習課題とその評価、分析を行いました。主要教科

だけでなく、技能教科でも効果的な課題を探ること

ができました。どのような課題を設定したときに子

どもが主体的に追究活動を行うのかを分析したこと

で、活動や思考を広げるには「どのように」よりも

「どうしたら」、狭めるには「なぜ」がよいなど、

課題づくりのポイントが見えてきました。また、他

職員の実践 (課題 )からも学ぶことができました。 

 

成 果 と 今 後 に 向 け て  

 今年度の児童の学校アンケートで、昨年度よりも「学校が楽しい」「授業が分か

る」と答える子が増えました。学びの主体性は、テスト等の数値によって量ること

はなかなかできませんが、このようなアンケート結果が出たことは、学校生活や学

習に対して受動から能動に変容しつつあるのではないかと考えられます。これから

も更なる「主体的に学び続ける子」を目指し、子どもたちが本気になって解決した

いと思う「問い」を生み出す学習課題の工夫と、子どもの学びを深めるための意図

的な交流活動の設定を続けていきたいと思います。その上で、「土方小型の学びの

プラン」として、本校の学びの形を構築していきたいと考えています。また、城東

学園の一貫教育研究の研修テーマ「対話を通して考えを深める授業」とも絡め、コ

ミュニケーション力を育てる具体的な手だてを学園４校の足並みを揃え、実践して

いきます。 
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対話を通してまなんでいく授業  

 

Ｐ 本 音 で 関 わ り 、 課 題 を 解 決 す る た め に  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

Ｄ 対 話 を 生 み 出 す 交 流 活 動 の 工 夫  

 

 

 

○座席の形態をコの字型に統一したことで、児童が発言をする際に、教師に話す

のではなく、学級全員に話すことができるようになってきた。 

○学習班の人数を３～４人として、発言できる時間を十分に確保できた。 

○対話ツールとして班に１つ『まなボード』を用意し、考えをまとめるために使

用した。これによって、児童は、課題に対して 1人ではなく仲間と関わり合い

ながら考えることが当たり前になった。 

▲自分の意見を仲間に伝えはするが、それをもとに、どのように考えを深めてい

けばよいのか、対話の仕方が分かっていなかった。 

   

                      掛川市立佐束小学校 竹内 洋介 

＜Ｈ 29 の校内研修の総括＞ 

○「導入の工夫」と「問いの焦点化」をすることで、児童が課題に対して主

体的に取り組むようになった。 

▲基礎的な土台（基礎の定着・聴く力・伝える力）が不十分で、学びが広が

ったり深まったりしなかった。 

＜目指す授業像＞ 

安心して何でも言い合える学級経営、本音で語る道徳科を基盤とし、さら

に校内研修で、対話を通して課題を解決する授業。 

＜目指す子ども像＞ 

 主体的に、本音で関わり、力の限り「まなんでいく子」 

＜初期にうった手立て＞ 

① 座席の隊形をはコの字型を基本。② 学習班の人数を３～４人。 

③ 『まなボード』を使用。    ④ 思考を助ける掲示物。 
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１ 

○対話する必然性がある発問（考えが複数ある等）の工夫をすることで、考えは１

つではなくよりよい考えを関わり合いながら見つけようとする児童が増えた。 

○言葉で説明しただけでは理解しづらい課題に対して、理解を助ける教材・教具を

使用することで、「分かった！」「できた！」が増えた。 

○ＩＣＴを使用することで、視覚的に理解を助けた。また、比較したり分類したり

することが容易で、対話することに時間を割くことができた。 

    

Ｃ 成 果 と 課 題  

○座席の隊形、班の人数やメンバー構成、思考を助ける掲示物など、対話するた

めの環境の工夫はもちろん、『まなボード』やタブレットＰＣ等、考えをまと

めるためのツールを使ったことで、児童が関わって学んでいく土台ができた。 

○発問を工夫することによって、児童が対話をする必要性が出たり、考えを広め

たり深めたりすることができた。 

▲単元計画や授業構想。（どの教科のどの単元のどこで対話を取り入れるか？） 

▲対話の仕方（発表会で終わらない）を研究し、手立てを見出したい。 

▲授業中に児童を見取り、どう生かすのか、どう支援するのか。 

 

Ａ 来 年 度 に 向 け て  

来年度は以下の３つの視点が研修を進める上で重点になると考えている。 

① 対話する意欲を引き出すための単元計画や発問の工夫。（授業構想） 

② 対話を深めるための指導技術（手立て）の向上。（対話の仕方） 

③ 児童を見取る力の向上。（支援・評価） 

また、来年度は城東学園の小中一貫教育研究の本発表があるため、研修テーマ

を「対話を通して考えを深める授業」と統一した。小中一貫教育研究の視点で

も、成果と課題を見出し、掛川市のモデルとなっていきたい。 

＜後期にうった手立て＞ 

① 発問の工夫（授業設計アイデアシート・振り返りシートの使用） 

② 関わって解決したいという思いを高めるための、教材・教具 

③ ＩＣＴの活用 
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コミュニケーション力の育成 

～子どもの中に問いや目標が生まれる授業を目指して～ 

窓口教科が３つ！？ 

 今年度の本校の窓口教科は、外国語活動、生活科・総合的な学習の時間、道徳科の

３教科だった。３教科も窓口教科として研修することは可能なのか、本年度の研修は

どうなるのか…４月にそう感じていたのは、私だけではないだろう。 

 しかし、研修テーマ「コミュニケーション力の育成～子どもの中に問いや目標が生

まれる授業を目指して～」に沿って３教科を研修し、共通実践することを明確にし、

中小全体で成果を上げることができた。それは、３つくり部の重点活動が授業であり、

各学級において日常的に『「いい授業」づくり』を実践研究したことと、城東中学校

区小中一貫教育研究計画に沿って研修を進めてきたことで、研修を要にして教育活動

全体で『自分から学ぶ子 人から学ぶ子』を目指すことができたからであろう。 

 

チーム中小！本年度の研修の歩み  

１ 生活科・総合的な学習の時間：１年間を見通した指導計画を 

（１）４月から６月に各学年のテーマやねらいについて全体で意見交換したり、他学

年と比較・検討したりすることを繰り返し、各学年の年間計画を作成した。 

（２）７月に地域支援課による学校等支援研修で、子どもの中に問いや目標が生まれ

るための「課題設定」「指導計画」「地域との連携方法」について研修した。 

【共通実践してきたこと】 

  ①子どもの実態（これまでの学び・今どのように 

考えているのか）を踏まえて課題を設定する。 

  ②子どもが「なぜかな。」「本当にそうかな。」 

という「問い＝ずれ」をもつ課題を設定する。 

 

２ 道徳科：発問の工夫に焦点化して 

（１）夏の研修で、子どもの中に問いや目標が生まれるために、自分のこととして考

えるための発問を全体研修で話し合った。 

（２）９月から１０月に、道徳的心情とコミュニケーション力を育成するための発問

の工夫を視点とした授業研究を、５年、２年、たんぽぽ組で行った。 

【共通実践してきたこと】  

①導入で、本時に考える道徳的価値についての構えをつくる。 

②行動について問うのではなく、心情を問う発問をする。 

                        掛川市立中小学校 増田 七奈子 

亀惣川は今の方 

が汚いと思って

いたら、昔より

きれいになった

と聞いたよ。 

本当かな。 

調べてみよう。 
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③展開前段で、子どもの考えを教師が問い返してまとめて 

いき、本時のキーワードを明確にする。 

④後段で「自分だったらどう？」と考えさせるだけではなく、 

前段の登場人物の心情を考えさせる時に、自分の生活経験 

をもとに話をさせる。 

 

３ 外国語活動：コミュニケーションの素地を育成するために 

（１）夏の研修で、グループに分かれて単元計画を作成し、模擬授業形式で発表した。 

（２）１１月に、コミュニケーションの素地を育成するための活動の工夫に焦点を 

絞った授業研究を、１年、３年、４年、６年で行った。 

【共通実践してきたこと】 

  ①導入で単元（本時）の目標を明確にもたせる。 

  ②めあてに向かう子どもの表れをその都度価値づけたり、 

   活動の中間評価を行ったりして、意欲を喚起する。 

      

授業研究後、すぐに事後のまとめの研修 

便りを作成したり、授業者がまとめのレポ 

ートを作成したりし、成果と課題を明らか 

にすることで、次の授業研究に生かした。 

また、具体的な発問と子どもの表れを例

示することで、どの学級でも実践できるよ

うにした。 

 

日常的に『「いい授業」づくり』を  

 私自身、今年度ほど「ＰＤＣＡサイクル」を意識した年はなかった。事前研修、授

業研究、事後研修を行ったらそれで終わりではなく、その研修の成果と課題を受け、

全学級で共通実践することをその都度明らかにしてきた。そしてそれを、３つくり部

のステージ評価と関連付けながら、実践を振り返り、次の手立てへとつなげてきた。

今取り組んでいることは、これまでの研修や今後の研修にどうつながるのかを常に考

え、一つ一つの研修を積み重ねていくことで、全教員が３教科において日常的に『「い

い授業」づくり』を実践しようと努めることができた。 

 しかし、授業は、毎日、毎時間、教師と子どもがつくり上げるものである。当然、

研究授業や参観授業、研修の教科だけ「いい授業」をすればいいわけではない。いか

に、系統的かつ他教科との横断的なつながりをもって研修していくかが課題である。

今後も日常的に『「いい授業」づくり』を目指していきたい。 

 私もね、けがをしたら痛
くて辛かったよ。だから

この子も… 

 

研修だよりの一部 
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心 の 鐘 を 響 か せ よ う ！  

 

心 の 鐘  

本校では「心の鐘」の音がたびたび響く。気持ちのいい挨拶ができた子がいると

昼の放送で紹介し、心の鐘広場に設置された心の鐘を数回鳴らす。子どもたちは、

手を上げて、指で鐘の音の回数を示す。鳴り終えると「今日は、○回だった！」と

大きな声で喜び合う。ステージの終わりに頑張りを称えて、運動会の頑張りを見つ

けてなど、子どもたちのよい所を見つける度に、校内に鐘の音が本当に響き渡る。 

研修でも是非「心の鐘」を響かせたい。「共に学び合い、

わかった！できた！を実感する子」を研修主題に、子どもた

ちの心の中の鐘を響かせるべく、職員で切磋琢磨し 1 年間取

り組んできた。 

 

心 の 鐘 を 響 か せ る た め に  

４月、全職員で研修主題「共に学び合い、わかった！できた！を実感する子」を

達成するためには、どのような取組を行っていけばよいかを何回か話し合った。特

に、仮説にある手立て②「心を揺さぶる問い」について共通理解を深め、本年度の

研修の柱となることを確認した。 

本年度年間20回行った授業研究以外にも、職員研修として外部講師をお招きし

て、４月「外国語研修」、 6 月「道徳科研修」、夏季休業中「図画工作科実技研

修」「音楽科実技研修」、10月「メンタルヘルス研修」も教職員としてのスキルア

ップの為に行った。 

 

鐘 の 音 が 響 く と き  

子どもから出た言葉を使った学習問題「心を揺さぶる問い」 ( ２年生の実践 )  

学習問題との出会い方で、 1 時間の授業は大きく変わる。自分たちの問い ( 疑

問 ) から生まれた学習問題なら、是非とも解決したいはずだ。「わかった！でき

た！」と心の鐘が響いた瞬間だ。 

 

 

 

 

                      掛川市立大坂小学校 椎原 佳隆 

「 ど ち ら が 本 当 の 分 数 っ て

い え る の か ？ 」 の 学 習 問 題

で 、 1 時 間 考 え ま し た 。  
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資料の提示の工夫で「なぜ？」を生み出し、「解決したい！」へとつなげる 

(5年生の実践 )  

社会科では、「資料を読み取る力」を身に付けることが大切だ。インパクトのあ

る大きく変化する２つの資料を提示し、子どもたちの心を揺さぶる。子どもたちの

「なぜ？」や「え、普通とちがう！」という気持ちを引き出すことが心の鐘を響か

せる第一歩となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個に合わせた教材、掲示物の準備 ( 特別支援学級の実践 )  

ユニバーサルデザインの授業、一人一人の実態に合わせた授業により、子どもた

ちの授業に対する意欲はぐんと増す。特別支援

学級での指導を他の学級でも生かしたい。そん

な気持ちで行った特別支援学級の授業研究。

「自分たちで作った野菜を使い夏カレーを作

る」魅力的な教材。しかも、一人一人の実態に

合わせた取り組みやすいワークシート。子ども

たちの瞳が輝いた瞬間だった。 

 

さ ら な る 鐘 の 音 を  

１年を通して目的を持ち研修に取り組んだことにより、教師のスキルは確実にア

ップした。子どもたちも落ち着いて前向きに授業に取り組んでいる。学校評価でも

「授業の内容がよくわかる」の項目は高評価だ。 

研究授業の事後研で「とりあえず、まとめまでいけてよかった」という反省が何

回か聞かれた。計画した授業を最後まで進めることよりも、目の前の子どもたちの

様子をしっかり見取り、子どもたちの心に響く授業を作っていきたい。そんな構え

で来年度の校内研修に取り組むことが「さらなる鐘の音を響かせる」ことにつなが

っていくと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

漁業生産量の急激な落差を印象づけて→学習問題 

「漁業生産量が減っているのはなぜだろう 。」  
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｢主体的に学び合う子｣を目指して  

 

１ は じ め に  
 

本校では、今年度の研修の目指す姿として、 

・学びのあしあと（何をどのように学んできたか）を生かして、主体的に学び、

学びの実感をもつ子 

・困っていることや分かったことを自分の言葉で伝え、よりよい課題解決に向け

て学び合う子 
を設定した。 
 児童は、明るく素直でまじめに学習に取り組んでいる。しかし、児童自身が成長

を実感しているかというと、満足しているとは言えない。昨年度は、自分で活動し

たり話したりする授業の方が学力が高まるという考えから、教師が授業の中に交流

の場を意図的に設定してきた。 

本年度はさらに、児童自身に学びの実感がもて主体的に学べるよう、算数科を窓

口として、児童自身から ｢ 交流したい ｣ という必要感のある問題設定を中心に取り

組んできた。 

 

２ 実 践  

 

(1) 導入の工夫 

導入にパワーポイントを用いて、既習内容の確認や

本時の課題を提示した。特に図形の学習では、既習事

項が一目で分かり、短時間で確認することができた。 

 

(2) 必要感のある学習問題の設定 

４年「広さを調べよう」の授業では、チョコレート 

の大きさを比べるという課題を設定した。長方形と L

字型の物を提示することで、「長方形は公式を使えば

求められる 。」 「食べた方は横が足りないからかけ算

の公式が使えない…」と、本時の問題を理解すること

につながった。前時までの公式だけでは解けないとい

う困り感を共有することで、どうすれば解けるのかと

いう意欲に結びつけることができた。 

                      掛川市立千浜小学校 山下 陽子 
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(3) 関わりを通して考えを深めた授業展開 

学習問題を確認した後、必ず一人学びの時間を設定した。最初は、なかなか自

分の考えを書くことができなかった子も、一つは自分の考えを書くことができる

ようになった。一人学びで自分の考えをつくることで、友だちの発表を聞く際、

比較しながら聞くことができる子が増えた。そして、つけたし・お助け・質問発

表で意見がつながり、子どもたち同士の横のつながりで学びを深めることができ

た。複数の考えを比較し、○は○か○せ の考えはどれかを考えたり、友だちの考え

方の説明の仕方を考えたりして、答えの根拠を導き出すことができたことで、学

びの実感につながった。 

 

考えを伝え合う場面では、ホワイトボードを 

活用して意見の伝え合いを行った。子どもたち 

同士で自分たちの意見をホワイトボードにまと 

め（主に小グループ）、自分たちの言葉で伝え 

たり、説明したりするようにした。全体の話し 

合いでは活躍できない子でも、意欲的に伝え合 

いの活動に参加できた。 

 

３ 成 果 と 課 題  

         

必要感のある学習問題の設定に取り組んだことで、児童の学ぶ意欲が高まっ

た。自分の考えを作ったあと、友達はどう考えているのか知るために「交流した

い」という思いも強くなった。ペアでの交流、小グループでの交流、学級全体で

の交流など、発達段階や学習内容に応じて臨機応変に交流の場をもったこともあ

り、児童は主体的に交流し学びの実感をもつことができた。 

一方、自分の考えを自分の言葉でうまく伝えられず、途中であきらめてしまう

姿もあり、 ｢ 伝える力・表現する力 ｣ をつけることが課題となっている。 

   

４ 来 年 度 に 向 け て  

 

児童に表現力をつけるためいろいろな取り組 

みをしているが、まだ弱い部分である。本年度 

高まってきた ｢ 交流したい ｣ という意欲を活用 

して表現力を高めるための手を打っていきたい。 
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主体的・対話的で深い学びの実現 

－進んでコミュニケーションを図ろうとする子を目指して－ 

掛川市立横須賀小学校 鈴木 将吾 

子どもが「やってみたい」「聞いてみたい」と思えるような交流活動 

外国語活動で、子どもが必要感をもって友達と関わることは、コミュニケー

ションを深めるために重要である。そのために単元のゴールとする魅力ある交

流活動を設定し子どもと共有するようにした。ペアになった友達がどんな食べ

物を好きか予想し、そのペアのために食事のメニューを集める活動では、４時

間の単元の最初に４時間目にペアのためのスペシャルメニューを作ってプレゼ

ントしようと子どもたちになげかけた。食事のメニューのシールをお店の人と

お客さんになって渡したりもらったりす

る活動をすることで、子どもの意欲を引

き出すことができた。いかに「相手のた

めに集めてプレゼントしよう。」という意

欲を生み出せるかが単元構想のカギとな

り、考えさせる材料の工夫につながるこ

とが確認された。 

 

子ども一人一人に合わせた支援 

特別支援学級での授業公開を通して、人数が少ない分、一人一人の子どもに対

して、教師がどのように動き、支援していくかということを問い直す研究につな

がった。様々な実態をもつ子どもに寄り添った指導を行うために、ホワイトボー

ドを活用し、一人一人の今日の課題や進捗状況を見える化した。子どもにとって

も自分のやるべきことが明確になり、教師にとっても、それぞれの進度に合わせ

て支援を行えるため、有効な手立て

となった。一人一人の子どもが自分

の学習に集中して取り組むために、

衝立を使ってスペースを区切り、学

習を進めた。実態を把握し、一人一

人に学習の見通しを持たせること

で、子どもたちは自分から学習に取

り組めるということが確認できた。 
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関わりを広げたり深めたりする交流活動 

６年生の外国語活動では、「将来の夢を伝え合おう」という活動を行った。そ

れぞれの子どもが自分の夢を記した「ドリームカード」を作成し、それを見せ

ながら伝え合うことで、より「あの人にも聞いてみよう」「もっとたくさんの人

に聞いてみたい」と思えるような活動につながった。また、授業の終わりに

は、クラスの全員が作成したドリームカードを１枚の紙に掲示することで、一

人一人が夢を持っていることや、クラス全員が夢に向かってがんばっているこ

とを実感することができた。授業の中で教師が多くの人に関わったり、男女関

係なく関わったりすることのできてい

る子どもを価値づけることで、子ども

の気持ちを高めることができた。交流

活動の中間の評価として、より心地よ

いやりとりをする姿を教師が見つけ、

声をかけていた。こうした教師の見取

りによって、その交流活動で関わりが

広がったり深まったり子どもの様子に

変容が見られた。 

 

スムーズな交流活動に向けた効果的な言い慣れ活動 

４年生の公開授業では、交流活動にスムーズに入っていくための言い慣れ活

動について注目して授業を行った。子どもの実態として、言い慣れていないた

め、友達とうまく関われないという課題があった。そこで、活動で使用する言

語材料について、たくさん聞いたり言ったりできる機会を設定した。また、ペ

アになって尋ねたり答えたりする活動を行った。尋ねる表現や答える表現を吟

味し簡単にすることで、たくさん言い

慣れることができた。困った時には先

生に「What’ｓ this？」と聞くな

ど、安心して活動ができるような支援

をした。このような安心感も、子ども

たちがスムーズに交流活動に取り組む

ために重要だとわかった。 

〈成果と課題〉対話や交流の工夫によって深い学びをつくるためのコミュニケーシ

ョン力が育ちつつあることを感じる。来年度は更に、子ども同士の学び合う力の

育成に力を入れたい。 
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「自分の考えをもち 学び合う子を育てる授業」を目指して        

                       掛川市立大渕小学校  石田 智子 

はじめに 

 学校教育目標「かがやく大松の子」、重点目標「みがこう自分を 高め合おうみんなで」

を受け、今年度の研修テーマを「自分の考えをもち 学び合う子を育てる授業」として

スタートしました。前年度までに「聴くことの向上」と「少人数での伝え合い」に成果

がみられ、次のステップとして「児童相互に考えを出し合い、学び合う授業づくり」を

目指し、「学びの継続を生み出す単元構想」「追求したくなる発問」「学びを深める相談・

交流」の３つの柱で研修を進めてきました。 

子どもが主体的に学ぶための「発問」と「相談・交流」 

 本校は、全８学級が細案を作成し研究授業を行います。教科は授業者が選択しますが、

研修の成果と課題につながりをもたせながら授業案作りをしてきました。 

事前研の模擬授業では、子どもの思考の流れを意識し

て授業案を検討します。事後研では、教師の発問や学習

活動に対する抽出児の表れを右図のようなワークシート

に書き込みながら変容を視覚的に明らかにし、教師の指

導が適切であったか協議します。そして、成果と課題を

次の研修へつなぎました。 

まず、重点的に検討したことは「追求したくなる発問」

です。「本時の目標（つけたい力）→学習問題○め（中心発問）→青枠○ま（本時のまとめ）」

が貫かれていることは、子どもたちの確かな学びの保証につながります。中でも「子ど

もが追求したくなる学習問題○め」にするために、「何について、どんな追求をさせるか」

を考えながら言葉を吟味しました。第５回研究授業（４年国語）の事前研では、本時だ

け他の時間と問題が異質であるのではないかと協議し、前後の時間と同じような学習問

題に変更して臨みました。その結果、本時で何をどのように学習すればよいのかを全員

が理解し、学びの土台に乗せることができました。そして、時間を追うごとに少しずつ

深く思考できるようになったのです。  

次に、重点的に検討したことは、「学びを深める相談・交流」のあり方についてです。 

29年度の相談・交流と違う点は、「相手に自分の考えを伝える」だけでなく、「自分の

考えとの相違点を探しながら相談・交流し、そこで得た情報を統合・取捨・選択して全

体での練り合いにつなぐ手立てとして行う」という点です。第 1回研究授業（３年国語）

では、学習問題に対する自分の考えをつくった後、ペアや班での相談・交流の場を設け

ることによって全員が考えを伝える姿が見られました。自

分の考えを伝えられない子にとっては有効でしたが、「本

時のねらいを達成させるため、展開後半に深める発問と視

点をはっきりさせた相談・交流の時間を多くとりたい。」

という次への課題が上がりました。それを受け、第２回研

究授業（６年算数）では、学習問題に対する個人学習の後、

同じ考えをもつグループで話し合う活動を取り入れたこ
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とにより活発に意見を交流して学びを深める姿が見られました。つながりをもたせた「相

談・交流」の実践は次の通りです。 

第３回１組 ４人の子どもたちの学びを深める効果的な相談・交流と場の設定 

第４回２組 学習問題を自力解決させるための効果的な支援（教師との相談・交流） 

第５回４年 学習問題を解決するための個人学習の効果的な支援や相談・交流のあり方 

第６回１年 

 

子どもたちに交流する視点をはっきり示して、学習問題の追求を深める相

談・交流のあり方 

第７回５年 

第８回２年 

高学年・低学年の子どもたちに交流する視点をはっきり示して、学習問題

の追求を深める相談・交流のあり方 

 授業者を中心にして、前回の課題を受けて手立てを考えました。追求課題別やジグソ

ー的な交流など授業形態の工夫によって、自分から友達に関わる子ども、小グループで

活発に話し合って考えを深める子どもの姿も見られるようになってきています。 

授業力の向上が、子どもの学びの深まりを生む 

 １年間の研修を通しての成果は、大きく３つあります。 

１つ目は、問題解決のために教科書の文に線を引いたり、ノートに言葉や図等を使っ

たりして、自力で自分の考えをつくることができる子が増えてきたことです。 

２つ目は、全職員で、学年や教科を問わず「学習問題」を吟味することを通して、本

時でつけたい力を明確にもち、それを達成させるための「学習問題」が授業の要である

ことの意識が高まりました。また、検討中にいろいろなパターンの学習問題が出たこと

で追求のさせ方の幅を広げることができました。 

３つ目は、子どもたちに「相談・交流」の仕方が一層身に付いたことです。さらに、

子どもの学びを活性化させる手立ても見えてきました。視点を与えることによって交流

の意図がはっきりし、聞き方の向上につながっていったのです。 

一方、課題として明らかになってきたこともあります。 

１つ目は、学習問題と相談・交流については検討することができましたが、単元構想

まで十分検討する時間が取れなかったことです。 

２つ目は、教師の発問を一層吟味していくことです。教科の資質・能力にせまること

ができるよう教材研究を行い、発問の言葉を検討していく必要があります。 

３つ目は、相談・交流のねらいをはっきりさせるとともに学年のおさえ（系統）を共

通理解していくことです。つけたい力に迫るための教師の意図的支援や、交流中の子ど

もたちを見取って授業を組み立てていく教師の力をつけていくことも重要です。 

継続と挑戦 

長期的な指導によって子どもたちの学ぶ姿は変容し、「聴ける子」「自分の思いや考え

を言える子」が増えてきています。今年度の研修では、子どもたちの中に相談・交流で

意見を交わし合うことがさらに定着したと言えます。しかし、まだ「学び合う子」に近

づいたとは言えません。今後は、今できていることを維持するために、子どもへの価値

づけと指導の工夫を続けながら、課題解決に向けて研修を進めていきたいと思います。

「みがこう自分を 高め合おうみんなで」の具体的な学びの姿を全職員で共有しながら、

子どもの表れを軸にした協議を行い、授業力を磨いていく教職員でありたいと思います。 
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主 体 的 に 学 び 合 う 生 徒  

学 び 合 う 生 徒 と は ・ ・ ・ ？  

  今年度の目指す生徒の姿は、 
 
    ① 考えを比べながら聴き、伝え合う姿 

    ② 仲間と協力して、課題を解決する姿 

    ③ 自分の思いや考えをわかりやすく表現する姿 
 
 である。特に、今年度は、生徒の主体性を育むために「考えを比べながら聴き、 

伝え合う姿」を重点目標として授業実践に取り組んだ。 

 

生 徒 一 人 ひ と り の 学 び の 充 実  

生徒が主体的に学ぶためには、教師の「仕掛け」が非常に重要である。そのた 

め、本校では、以下の５つのことを意識して研修を進めた。 
 

  ① 各教科の本質に迫るために、新学習指導要領に基づく授業づくり 

  ② 具体的な生徒の姿をイメージした単元構想による１時間毎の授業展開 

  ③ 生徒に学びの実感をもたせるための教師の揺さぶり（支援）の研修 

  ④ 生徒の学びの価値付け（評価） 

  ⑤ 自ら学び続ける教師であることと、その姿を常に生徒に示すこと。 
 
これらを研修の柱として、生徒一人ひとりが主体的な学び・対話的な学び・深

い学びを実践するために、授業改善に努めている。 

①  生徒個人に目を向けた単元構想の計画 

 全校生徒９４人という小規模な学校であるため、生徒一人ひとりに目を向けた 

指導の充実を図るために、単元ごとに生徒一人ひとりの単元開始前の姿と単元終 

了後の姿を明確にイメージしながら単元構想を計画した。 

【国語科の例】 

生徒 単元開始前の学習課題に対する姿 単元終了後の学習課題に対する姿 

Ａ 

さん 

一部分の内容にとらわれて、文

章全体として、説明の順序や図、

小見出し、語句の用い方の効果に

着目して、読むことができない。 

一部分の内容だけにとらわれる

のではなく、文章全体として、説

明の順序や図、小見出し、語句の

用い方の効果に着目して、読むこ

とができるようになる。 

②  学びのＵＤの視点に立った支援 

 本校は、学びのＵＤの視点に立った支援を効果的に行うことによって、すべて

の生徒を学びのステージに立たせることができると考えている。そこで、【焦点 

化】【視覚化】【共有化】の３点について、具体的にどのようなことなのかを職 

員が共通理解した上で、授業に取り組んだ。 

                      掛川市立栄川中学校 細井 道浩 
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【焦点化】  生徒が「今日は、何を学習するのか」「何を考えるのか」などを理 

解して１時間の授業に見通しをもって参加できるような課題を設定し 

たり、発問を工夫したりする支援。 

（社会科） 

                        学習問題を工夫することによ 

り、生徒が１時間の授業で何を 

考えればよいのかが明確化され 

ている。 

 

【視覚化】  生徒の思考を助けるために、板書を構造化したり、教材教具を工夫 

したりして、学習していることをわかりやすく表す支援。 

 

（数学科）  長方形の紙を３等分するために、 

タブレットを用いて動画を視聴し、 

課題解決へのヒントを得ている。 

 
 

【共有化】  生徒個々の意見を小集団や全体で共有するために、意図的に授業形 

態を工夫する支援。 

 

（英語科）             学習内容を身につけるために、生徒が個々 

で考えたことを班活動を通して共有している。

さらに、教師から新たな視点を与えられ、考

えを広げている。 

                       

成 果 と 課 題  
○ 各授業で、生徒が身を乗り出し、活発に対話する姿が見られた。 

○ 円滑な人間関係の中、生徒が安心して意見を出し合い、深い学びに向かおうと 

する意欲が感じられた。 

▲ 現状は「全員参加」を目的とした「学び合い」になっているため、次は「全員 

理解」を目指した授業への転換が必要である。 

▲ 個人でじっくり考えを形成し、他者との関わりの中で、考えを広げたり深めた 

りできる授業を展開しなければならない。 
 

今 後 の 研 修  
本校が考える「学び合い」とは、自分の考えをきちんともった上でその考えを他

者と突き合わせ議論することにより、新たなものの見方や考え方を得ることができ

る授業形態のことである。今年度は「全員参加」を目指した「学び合い」を進めて

きたが、今後は、個人の力を着実に伸ばしていくために「全員理解」を目指し、教

科の本質を追究していく授業が求められる。この目標を達成させるために、来年度

もさらに研修を積み、生徒の学力向上につながる授業改善に邁進していきたい。 
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「学び合い」を支える信頼づくりと研修方法の工夫  

 

１ 本 校 生 徒 の 目 指 す 姿  
東中は「学び合い」を重点目標とし、グローバル社会を生き抜くために、他

と関わりながらよりよく問題を解決していく能力の育成を目指している。東中
生の学びに向かう姿はすばらしく、問いに対して自分なりの考えをもち、仲間
と関わり合うことで、その考えをより豊かに磨き上げている。しかし、ＳＮＳ
等の普及に伴い、コミュニケーションが多様化し、その結果、面と向かった音
声コミュニケーションの経験が不足したり、自己の表現に対する責任が希薄化
したりしている実態もある。相手の立場を尊重する態度を養い、さらなる他者
との信頼づくりに努めたい。また、子どものもっているものをさらに引き出し、
より主体的で、深い学びにつなげられるような取組をしていきたいと考えた。  

 

２ 今 年 度 の 取 組  

（１）コミュニケーション活動の実施 
本年度から受容的に聞くスキルトレーニングとして「コミュニケーション活

動」を毎週木曜日の朝に全学級で行うことにした。この活動は、隣同士のペア
で、１つの話題について話したり聞いたりする活動である。まず、話し手が１
分間で話題について話す。聞き手は傾聴したのち、１分以内で聞き取った内容
をそのまま話し手に返したり、感想を付け加えたり、話の内容に質問し、コミ
ュニケーションを深めたりする。話す素材については、１学期は、「過去の体
験から語ることができる内容 」、 ２学期は「生徒にとって未体験のことについ
てイメージを語る内容 」、 ３学期は「問題解決的な内容」とした。（附属島田
中、大須賀中での実践を参考にしている 。）  

 

（２）研修方法の工夫（生徒が追究したいと思えるような課題や問いの設定） 

校内研修の中心授業案を事前に検討する過程で、「授業設計アイデアシー
ト」を活用し、授業づくりにおける条件を①「解決したい課題や問い」の設
定、②「考えるための材料」の提示、③「対話と思考」の充実、④「学習の成
果」が実感できる振り返りとして、授業設計の視点とした。また、中心授業参
観においては、生徒 1 人に教員が 1 人ついて付箋に授業記録をとり、事後検討
会では、県総合教育センターのサポートブックワークシート（第９章使えるシ
ート集 「『 主体的・対話的で深い学び』の視点からの授業改善 」） を用いて、
その付箋を貼りながら、生徒のあらわれや変容の原因を分析した。 

 

３ 取 組 に 対 す る 成 果 と 課 題  

（１）コミュニケーション活動の成果と課題 
２学期末に、生徒に対してアンケートを行った結果、「コミュニケーション

活動を行うことで、相手の話を受容的に聞くことができるようになったか」と
いう質問に対して、もともと聞くことが得意な生徒は、 85％が「できるように
なった」（とても・まあまあ）と回答し、 15％が「できるようにならなかっ
た」（あまり・まったく）と回答した。この「でき
るようにならなかった」の主な理由は、「もともと
受容的に聞くことができたから」である。聞くこと
が苦手な生徒については、 67％が「できるようにな
った」と回答し、 33％が「できるようにならなかっ
た」と回答した。この「できるようにならなかっ
た」の主な理由は、「自分自身が聞くことを意識し
ていなかった」「相手の話に関心がもてなかった」

                       掛川市立東中学校 杉山 晃弘 
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「すぐ反論してしまった」などである。また、全体の 82％が、「受容的に聞く
ことで、考えが広がったり、深まったりすることを実感できた」と回答した。
聞き手が、受容的に聞くことで、話し手に「安心感」や「満足感 」、 さらには、
「もっと話したい」という「意欲」を与える。こうしたスキルは、他者との信
頼関係を築くうえで必要不可欠なものであると考える。 

加えて、生徒らは「コミュニケーション活動」の効果について次のように答
えている。 

《生徒の回答》 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

このような結果から、本年度取り組んでいる「コミュニケーション活動」は、
大変有意義な活動であることがわかる。話し手は、聞き手が受容的な姿勢を見
せることで、「伝わった」「わかってもらえた」あるいは「認めてもらえた」
という実感をもつことができる。このような経験を重ねることで、自己肯定感
が生まれ、「自分に対する信頼」を高めることにもつながると考えている。 

一方、今後の課題としては、低学力の生徒に対する対応が挙げられる。「コ
ミュニケーション活動」によって、「わからない」を言いやすい人間関係を築
くことが、ひいては学力向上にもつながると確信しているが、低学力の生徒に
関しては、やはり基本知識を習得させる反復練習が必要であることも事実であ
る。誰もが「自分に対する信頼」を高められる手立てについて、引き続き検討
していきたい。 

 
（２）研修方法の工夫に関する成果と課題 

研修方法を工夫することで、１人１人の生徒の変容がわかりやすく見てとれ、
本時の課題や問いが生徒の実態に適していたか、追究するにふさわしいものだ
ったかがよくわかった。さらに、こうした検証をすることで改めて確認できた
ことは、「授業者の生徒との関わり方」が、生徒の「主体的な学び」に大きく
影響するということである。授業者の役割は、子ども同士をつなげること、関
わりをつくること、生徒の「困り感」を拾って広
げてつなげてあげることである（ファシリテータ
ー ）。 追究のための問いが設定されていなかった
り、授業者が話合いに介入しすぎたりすることで、
主体的な学びにならないということも十分に考え
られる。授業記録の際の経過時間の記入を徹底し、
今後も活用していくことで、生徒全員が主体的に
学ぶことのできる授業の実現に近づけるのではな
いかと考える。 

 
４ 来 年 度 に 向 け て の 方 向 性  

学習指導要領改訂の趣旨をとらえ直し、各教科等の特質に応じた「見方・考
え方」のイメージを共有したうえで、移行措置も踏まえた年間計画の見直しを
行いたい。また、カリキュラムマネジメントの実現に向けた教科横断的な取組
をいっそう進めていきたいと考えている。  

さらに、「見方・考え方」の評価についても、校内研修等で専門的な知識を
得て、学校全体でその方法を模索する１年にしたい。 

・ 人 と 話 す こ と が 得 意 に な っ た 。  ・ 人 と 話 す こ と が お も し ろ く な っ た 。  

・ 話 題 を 見 つ け て 自 分 か ら 話 せ る よ う に な っ た 。  

・ あ ま り 話 し た こ と が な い 人 と で も 会 話 が で き る よ う に な っ た 。  

・ 沈 黙 が 少 な く な り 、 話 し や す く な っ た 。  

・ ま わ り に 明 る く 振 る 舞 え る よ う に な っ た 。  

・ 相 手 の こ と や い ろ い ろ な 考 え 方 を 知 る こ と が で き る よ う に な っ た 。  

・ 簡 潔 に ま と め て か ら 話 せ る よ う に な っ た 。  

・ 文 の 組 み 立 て が で き 、 わ か り や す く 伝 え ら れ る よ う に な っ た 。  

・ 他 者 の 意 見 と 照 ら し 合 わ せ て 考 え 、 関 連 さ せ て 話 せ る よ う に な っ た 。  

・ 相 手 の 意 見 を 「 そ れ も あ る よ ね 」 と 認 め ら れ る よ う に な っ た 。  

・ 相 手 の 話 を う な ず い て 聞 け る よ う に な っ た 。  

・ 最 後 ま で 相 手 の 話 を 聞 け る よ う に な っ た 。  

・ 相 手 の 話 に 反 応 し や す く な っ た 。  ・ 相 手 の 考 え を 引 き 出 せ る よ う に な っ た 。  
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自ら学び  共に学び合う生徒の育成  

１  研 修 テ ー マ 設 定 の 理 由  

 本校の生徒は、やるべきことを

まじめに取り組む生徒が多く、授

業をはじめ集会等でも人の話を聞

く姿勢がよい。また授業の中で生

徒同士が伝え合い練り合うことが

できる。そんな本校の生徒には、

さらに「自ら考え行動する力（自

主性）」と「論理的に考え、共に

学び合いを深めていく力」を伸ば

してほしいと考え、本年度の研修

テーマを「自ら学び、共に学び合

う生徒の育成」と設定した。 

また、前年度の研修は「学びの

ユニバーサルデザイン」、「かけ

がわ型授業」、「西中学園実践項

目」、自校の授業実践項目など、目指すべき目標が多く的を絞った話し合いができ

なかった。その反省を生かし、本年度は新学習指導要領への移行期間に入ることを

最優先と捉え、「主体的・対話的で深い学び＝自ら学び、共に学び合う」に焦点を

絞って研修を進めることにした。 

 

２  具 体 的 な 研 修 の 手 だ て と 成 果  

（１）“「道徳科」と「各教科」の両輪研修” 

平成 31 年度道徳教科化に向けた道徳の研修を前半に、全世代の教員の授業力向

上に向けた基礎的な研修の重要性も考え、後半に教科の研修を計画し実践した。 

（２） PDCAサイクルを意識した道徳科の研修  

P…総合教育センターから講師を招聘し、「道徳の教科化」、「考え・議論する道

徳」について、教員全員で学んだ。（５月） 

P…初任者研修（道徳）の会場校に指定されたことを好機ととらえ、各学年１授業

の公開に向けて、道徳の授業案を学年職員全員で議論し作成（７月） 

D…作成した授業案で授業公開者以外が授業を行い学年職員で参観（７月） 

C…参観した授業の反省と授業案の再検討（８月） 

                      掛川市立西中学校 長谷川 景子 
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A…再検討した最終授業案で、授業公開者が他クラスで授業（９月） 

「どんな発問が生徒のより深く多角的な考えを引き出せるのか」、「生徒がより

多面的な見方、考え方ができるようになるには、どんな手だてや対話を設定すれ

ばよいのか」など、教員全員が道徳という共通の教科で研修できたことによって、

研修テーマ「自ら学び、共に学び合う（主体的・対話的で深い学び）」に迫るこ

とができた。 

（３）「授業設計診断表」をもとに４つの視点を意識した教科別研修 

各教科の研修では、総合教育セ

ンターの、『授業設計診断表』

（右図）を参照し、自ら学び、共

に学び合う生徒の育成にむけて、

「４つの視点」（①解決したい課

題や問い②考えるための材料③対

話と思考④学習の成果）を意識し

た授業づくりに取り組んだ。教科

別のグループで、授業者一人を決

め、その授業案検討や授業参観、

事後研修を行った。どの過程にお

いても、「４つの視点」をもって

研修を行ったことで、的を絞った

深い話し合いができた。しかし、

「４つの視点」を意識するあまり、

「付けたい力」は何かという授業

づくりの根幹部分に対する意識が

希薄になるなど課題も見つかった。 

 

３  来 年 度 に 向 け た 課 題  

「自ら考え行動する力（自主性）」や「論理的に考え、共に学び合いを深めて

いく力」を育むためには、授業づくりという一方的なのアプローチではなく、カ

リキュラムマネジメントという視点をもち、教育活動全体を通して取り組むこと

が大切だと感じた。来年度は新学習指導要領を受け止めつつも、まずは教員全員

で生徒の実態をとらえ、「どんな生徒を育てたいか」という共通理解（目標）の

もとに、研修部、学習部、生活部、特活部、各教科部が連携して手だてを打って

いきたい。 
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学 び の 時 間 の 充 実 を 目 指 し て  

考 え を 深 め る 手 立 て の 工 夫  

 「教えたことはしっかりできるが、教えていないことはなかなか踏み出すことが

できない」これは本校赴任時に私が聞いた生徒の実態です。教師からの課題には一

生懸命に取り組むが、課題が達成されるとそれ以上先にはなかなか進むことができ

ないということでした。実際に生徒は教師の指示は注意深く聞き、日々の授業にも

熱心に取り組む姿が見られました。しかし、課題をこなす姿からはなぜ、それをや

るのかという意味を見出していない生徒も多く見られました。 

 そこで、生徒が主体的に授業に取り組むために、考えを深める手立てを工夫して

いくことが研修のテーマに設定されました。自分たちで考えながら課題を解決する

経験を通して、自ら調べたり、考えたりすることで、与えられることを待つばかり

ではなく、学ぶことを継続する生徒や学びに前向きな姿勢をもつ生徒にしたいとい

う願いが込められていました。桜が丘中学校に在籍している間に生徒には粘り強く

頑張る姿勢や、自分から踏み込んで追究するような姿勢をもってもらいたい、その

ために私たち教師は生徒が考える場面を多く取り入れた授業をデザインしていくこ

とになりました。 

 

動 き 始 め る こ と の 意 味  

 ５月の研修主任による道徳の提案授業を皮切りに本格的に校内研修のテーマに沿

った授業実践が始まりました。生徒の考えを深めるために必要な資料や教材などが

あるか、生徒が考える時間は確保されているか、対話の組み方や内容は適切である

かなど、互いの授業案を見ながら考える日々が始まりました。生徒の活動する時間

を充実させるための方法を考える中で、私たち教師にとっての課題もいくつか挙が

ってきました。 

 生徒が活動する時間を充実させたいと思うあまり、ジグソー学習などの活動の形

態が先行してしまった場面もありました。本来ならば、活動の形態はそれ自体が目

的ではなく、手段であるはずです。また、生徒の対話活動を充実させるために、資

料やワークシートなどを丁寧に考えたものの、本来のねらいが曖昧になってしまっ

た場合もありました。これは多くの実践に共通して見られたことでした。これらは

教師全員が実践を重ねたからこそ見えてきた成果ですが、各教科でどのような知識

や考え方を身につけさせたいのか、本当に価値ある活動となっているのか、この点

を考えるきっかけになりました。 

 

                     掛川市立桜が丘中学校 宮﨑 直哉 
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“ 個 の 取 組 ” を 見 る 難 し さ  

 ある先生は体育の授業で創作ダンスを取り上げました。今回は表現技法の「くず

し」に着目し、生徒がグループごとに考えたストーリーを体の動きだけで伝えると

いうことに取り組みました。指導案の検討では生徒が自分たちのダンスを振り返

り、向上させる場面があるのか、考えるためのワークシートやタブレット端末など

の機材は使用できるか、時間は確保されているかという点について議論が交わされ

ました。そして迎えた当日、先生のアドバイスのもと、生徒は実に生き生きとダン

スを披露しました。 

 この授業では、単元を通して自分たちのダンスを考えながら作り上げていく生徒

の様子が見えましたが、同時に１つの課題も浮かびあがりました。それは、グルー

プ活動や個の取組を見る難しさです。あるグループでは、発表直前の準備時間に表

現の仕上がり具合を確認するのではなく、自分たちのストーリーを伝えるために、

ダンスの構成そのものを再検討し始めました。一見すると、このグループだけほと

んど活動していないように見えたのですが、話し合っている内容は、ダンスの単元

を通したねらいの本質に迫るものでした。しかし、これはこのグループに寄り添

い、じっくりと見て、聞かなければわからないものであり、通常の１人で行う授業

では各グループの学びの瞬間を見ることが可能なのか、またどのようにしたら個別

の活動の評価ができるのかということも話題に挙がりました。もちろん、評価は授

業のねらいと一体であり、事前に見るべきポイントは絞られているはずですが、生

徒の活動時間が確保されていれば、それだけ教師の予想を超えた学びの瞬間に出会

うことも多くあります。生徒の瑞々しい学びの様子を見ることの方法や教師の視点

も今後の課題として残りました。 

 

大 局 的 か つ 焦 点 的 に  

 生徒にとって意味のある学びの時間にするために、生徒が考える時間を確保し、

その手立てを工夫したい − この取組のもとで、グループ活動の形態、使用する教材、

まとめの振り返りの時間の工夫など多くの課題が挙がってきました。たくましく学

ぶ生徒を育てるという最終的な目標は保ちながら、今年の実践から上がってきた細

かな課題を整理することが大切だと思っていま

す。授業づくりの意識や考え方、生徒の学びを

見ることなどの本質的な課題を忘れることなく、

本校の生徒に寄り添った授業観の共有こそが、

今年度の実践を来年度に繋げることになると感

じています。 
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「夢を抱き りりしく歩む 原野谷っ子」であってほしい！    

掛川市立原野谷中学校 梅田 晃 

原野谷中生は素直で、まじめで、授業や行事に一生懸命取り組みます！ 

 私が原野谷中に赴任して早や２年、最近つくづく思うことは、原野谷中の子どもたちは本

当に純粋で、心優しく、授業や行事に一生懸命に取り組むということです。授業中は課題に

真剣に取り組み、発表も積極的です。その傾向は学年が上がるにつれ顕著になります。これ

までの私の経験上、学年が上っていくと、意見を言うことに消極的になる子どもたちが増え

ていくように思います。しかし、原野谷中生はその逆で、学年が上がるごとに自分の意見を

積極的に述べようとする生徒が増えていくのです。また、体育祭や合唱祭などの学校行事や

学年行事等に本当によく取り組みます。「この子たち、なんでこんなに頑張れるんだろ？」

と思ってしまうほどです。そんな子どもたちだからこそ、教職員は毎日笑顔で教壇に立ち、

また、子どもたちも笑顔で学校に通ってきます。原野谷中ほど先生と生徒の仲が良い中学校

はなかなかないのではないかと思います。 

他者の考えを理解し、自分の考えを分かりやすく伝えることは苦手？ 

 「なんじゃこの解答は？」「問題の意味分かってるのかな？」「これ超珍解答！」これら

は昨年度、職員室でたびたび聞かれた言葉です。「ちょ、ちょ、ちょっと待って！何のこと

話しているの！？」「言っていることがまったくわからないんだけど」私が時々教室で口に

したことです。すごくまじめで、純粋で、物事に一生懸命取り組むことができる原中生です

が、どうも他者（友達や教員、物語の作者、問題文）の考えを理解し、自分の考えを分かり

やすく伝えることは苦手なようです。その証拠に、本年度の全国学力学習状況調査では、国

語Ａ、国語Ｂ共に「話すこと・聞くこと」「読むこと」に関する問題の正答率が、県平均と

全国平均を共に下回っていました。特に「話すこと・聞くこと」に関しては、県平均に比べ

５％程度も下回っていました。「このままじゃ、原中生は社会に出たとき苦労するよね。」

「何とか克服しないといけない課題だよね。」このような教員たちの悩みから、本年度の授

業研究がスタートしました。 

各教科の特性を生かしながら、目指す生徒を育てていこう！ 

 本年度の研究主題を「他者の考えを理

解した上で、自分の考えを分かりやすく

伝えることができる生徒の育成」としま

した。それを実現するためにはどのよう

な仮説を立て、どのような手立てを講じ

たらよいか。校内研修で教員一人一人が

考えました。すると、先生によって、仮

説と手立てが実にさまざまであることが

分かりました。それらは先生方の経験

と、生徒理解力、そして専門とする教科

の特性に裏付けられていることが分かり

ました。原野谷中では全教員が、研究主

題に迫るための仮説と手立てを個々に設定し、授業づくりを行っています。 

教科名 担当 仮説 手立て 評価方法

国語科 山本

同等関係整理力、対比関係整理力、因果関係
整理力の習得・活用ができれば、受信（再構
成）と発信（構成）の力が高まり、目指す生
徒が育成されるだろう。

①３つの関係整理力を習得・活用させる。
②活用の場として小集団活動を設定する。

４つの観点（話す・聞く・書く・読む）において、設問を３つの関係整理力に
分類し、その結果を比較する。

社会科 大石

視覚に訴えたり、丁寧にわかりやすく説明し
たりすることを通して「わかった!」が実感で
きれば、自分からも伝えたいという思いを
もった生徒を育成できるだろう。

①画像・動画による視覚化
②難しい語句を小学生にもわかる言葉で説明する。
③具体物操作やロールプレイによる実感を伴った理解を促す。
④隣の生徒に説明する時間を設定する。
⑤生徒が自分の言葉でまとめる場面を設定する。

①レディネステストと同内容の物を授業後にも実施し、比較する。
②まとめの記述内容の変容を評価する。

柴田
言葉だけでなく、図・表・グラフ・式・（画
像・動画）などを用いて説明する場面を設定
すれば目指す生徒を育成できるだろう。

①ホワイトボードやＩＣＴ機器を利用する。
②小集団活動を意図的に組み込む。
③ワークシートや振り返りシートを活用して変容を見取る。

①定期テストでなぜそうなるのか理由を説明する問題を入れる。
②小集団活動での説明内容。
③ワークシートや振り返りシートの記述。

永野

他者の考えを説明し直したり、説明を聞かず
に図や式だけから読み取る場面を設定したり
することで、他者の考えを理解できる生徒が
育成されるだろう。

①考えたくなる課題や多様に考えられる課題の設定。
②ペア活動、小集団活動の積極的活用。
③家庭学習の数１Pで、授業のまとめやポイントの整理を毎回必ず行う。

①定期テストに、他者のつくった式や図を説明させる問題を毎回出題し、抽出
生徒の点数の推移を調べる。
②数１Pのまとめ方の変容を評価。

山下

観察や実験に際して、他者の考えに対して、
自分の考えを比較して書かせ、話し合う場面
を設定すれば、目指す生徒を育成することが
できるだろう。

①実験や観察の結果を予想させワークシートに書かせ自分の意見をもつ。
②実験や観察後に結果に対する考察をワークシートに書かせてから、ペア活動、
小集団活動で話し合う場面をもうける。

①ワークシートに、予想や仮説を記入する欄を作り記述内容を評価す。
②ワークシートの結果に対する考察の記述内容を評価する。
③定期テストに、記述式の設問出題し、その記述内容による表現力を評価す
る。

伊藤

観察や実験に際して、他者の考えと自己の考
えを比較しながら話し合う場面を設定すれ
ば、目指す生徒を育成することができるだろ
う。

①観察や実験の前段階で、結果を予想したり仮説を立てたりし、それぞれの考え
を理由をつけて発表し合う場面を設定する。
②観察や実験の後で、結果に対する考察を小集団で行い、文章やモデル図などで
表現し合う場面を設定する。

①ノートやワークシートに、予想や仮説を記入する欄を作り、その記述内容を
評価する。
②定期テストに、記述式の設問や図で表す設問を出題し、その記述内容や図に
よる表現力を評価する。

音楽科 齊藤
他者（もの、こと、ひと）とかかわりあう場
面を意図的に多く設定することで、目指す生
徒を育成することができるであろう。

①自分の意見を確かにもたせるために、ひとりで考える時間を保障する。
②話し合いの観点を共有した上で、意見交換をさせる。
③交流のしかたにかかわるスキルを指導する。
④思考を深めるためのツールを積極的に活用させる。

①ワークシートや自己評価カードの記述から、確かな自分の意見をもてたの
か、またどのような考えをもつに至ったのか、他者との関わりを通して自分の
考えがどのように変容したのかについて見取りをする。
②個々の生徒の思いや意図が、具体的な音や演奏の中にどのように表れている
のかを評価する。

保健体育科 三浦
他者の考えを聞き、自分なりの考えをもっ
て、実践することで、より理解を深め、主体
的に取り組むことができるであろう。

①生徒の発表する場面を多く設定し、他者の考えを聞く機会を多くする。
②小集団で技能の向上についての話合いの場面を設定する。

①学習カードに他者の考えや自分の考えを記入させる。
②自分の考えを発表することで評価する。
③単元テストに自分の考えを記述させる問題を出して検証する。

林

他者の考えを読み取ったり、説明したりする
場面を設定することで、他者の考えを理解
し、それに対する受け答えができる生徒の育
成ができるだろう。

①他者の意見を読んだり、聞いたりした後に、具体的にどのような内容なのか確
認し、適切な受け答えになる表現を確認する場面を設定する。
②何を聞かれているのか、主語や時制は何かを確認できるようにする。

定期テストの問題に、受け答えをする問題を設け、年間を通して、抽出生徒
（10名程度）の点数の推移や答え方を調べることで、目指す生徒像に近づいて
いるか否かを評価し、同時に手立てが有効であるかを検証する。

梅田

他者の考えに対し、自分の考えや気持ちを書
いてまとめ、その後意見を述べる場面を設定
すれば、目指す生徒を育成することができる
だろう。

①生徒が考えたくなる、意見を言いたくなる学習課題（問題）の設定
②友達の意見を聞いたり、読んだりした後に自分の考えを書く場面を設定する。
③具体物を利用した発表の指導

定期テストの問題に、聞いたり、読んだりした後に、自分の考えを書く問題を
設け、年間を通して、抽出生徒（10名程度）の点数の推移を調べることで、目
指す生徒像に近づいているか否かを評価し、同時に手立てが有効であるかを検
証する。

数学科

理科

外国語科

研究主題 ｢他者の考えを理解した上で、自分の考えを分かりやすく伝えることができる生徒｣の育成
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外国語教育における実践 

「他者の考えに対し、自分の考えや気持ちを整理し、その後意見を述べる場面を設定すれ

ば、目指す生徒を育成することができるだろう。」このような仮説を立て、具体的な手立て

を次のように設定しました。 

（１）生徒が考えたくなる、意見を言いたくなる学習課題（問題）の設定 

（２）友達の意見や考え、問いを必然的に聞く場面の設定 

（３）具体物を利用した発表の指導 

レストランでかっこよく食事をオーダーしよう！  

「レストランでかっこよく食事をオーダーできるようになろう！」、２年生Lesson4の単

元末の目標をこう設定し、円滑にレストランでのやり取りができるようになるために単元を

構想しました。前半３時間は教科書の内容と新出言語材料を押さえ、次に第７時のレストラ

ンでのやり取りに関するパフォーマンス・テストに備え、個、ペア、グループで、レストラ

ンで想定されるやり取りの練習を行います。この際、子どもたちは1年次に学習した「会話

を継続させるための表現」の復習と、教科書に登場しない表現等を、インプットシートを用

いて練習しました。教科書の対話文をそのまま暗記しているだけでは、相手からの予期せぬ

質問等に対し対応できない可能性があるからです。第7時には、客に扮した生徒一人一人が

店員役の教員とレストランでのやり取りを実演しました。写真にあるように、教室の一角を

レストラン風に飾り、教員がウエイター、生徒が客になり一対一のやり取りを行いました。

注文する料理は生徒が初めて見る本物の

メニュー表に書かれたもので、初めて開

くメニュー表から情報を瞬時に読み取

り、注文をしなければいけません。料理

内容について、生徒がウエイターに説明

を求める場面もあるため、ウエイターか

ら説明される料理も初めて耳にする内容

です。これを理解し、再び対応しなけれ

ばならないため、まさに即興的なやり取

りが求められます。 

 教科書本文やインプットシートで学ん

だ基本表現を基に、レストランでの注文を即興的に行えるようになることは容易なことでは

ありません。しかしながら、実際の場面を想定した練習や、班で互いにアドバイスをしなが

ら対話に磨きをかけたことによって、多くの生徒が円滑にレストランでのやり取りを行うこ

とができました。生徒のゴールの姿を想像して単元を構想し（Plan）、それに向かわせるた

めの手立てを実践し（Do）、生徒のパフォーマンスをテストし（Check）、生徒の新たな課

題を見いだしながら、次の単元の学習をイメージする（Action）実践の成果だと捉えます。 

 本年度、各教科でこのような PDCAサイクルに基づいた授業を展開しながら、「他者の考

えを理解した上で、自分の考えをわかりやすく伝えることができる生徒」の育成を目指した

取組が行われています。本年度の終わりには教職員の口から「○○さんは本当に理解力があ

るね」「○○君は表現が豊かで、伝えたいことがよく分かるな」と言われる子どもが少しで

も増えることを願っています。 
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学校の中で終わらない学びを目指して             

掛川市立北中学校 飯田 好洋 

 

「学ぶ理由」を語ることができる集団を目指して 

 「生涯にわたって学ぶことを続けていける生徒であってほしい。そのためには教師

も生徒もなぜ学ぶのかを語れるようであってほしい。」今年度の研修を考える中で大

切したいと思ったことです。知識や技能を習得する授業やそれらを身につけた上での

話し合いを通して、考えを深める授業が大切なのは分かっていました。しかし、学び

手である生徒は中学校を卒業してからも学びが続いていきます。社会に出てからも

様々なことを学び続けていきます。そして我々教師も日々学び続けています。私たち

教師は学びが中学校の中だけで終わることなく、生徒が生涯にわたって学び続けてい

けるように「学びの実感を積み重ねる授業」を考え続ける教師集団でありたいと思い

ました。昨年度から研修テーマを「学び合い高め合う授業」とし「真に意味のある小

集団学習」と「“なぜその教科を学ぶのか”に答え得る教師」という二つの柱で研修

を進めてきました。本年度は全く新しいことにチャレンジするのではなく、昨年度か

らの研修をより充実･深化させていくことにしました。目指す小集団の姿に向けた学

習活動を通して、一人では実感できない学びの良さを体験し、各教科の付けたい力を

授業を通して身につけていく。そんな姿をイメージして、今年度の研修テーマに迫っ

ていきました。 

 

小集団学習を通して学びの本質に迫る 

授業の中に小集団活動を取り入れる。ともすれば小集団活動ありきの授業になって

しまうのではないか。そんな不安もありました。しかし子どもが主体となって学ぶ小

集団活動、本時の目標を達成するための小集団活動が意識されるようになりました。

社会科の授業では、ジグソー学習を通して、「なぜ中国の工業が発達したのか」につ

いて考えました。一つの事象を多面的に考えることを通して「では、日本はどうなの

か。これからの日本はどうするべきか。」など新たな疑問も生まれました。理科では

小集団でまとめた実験結果を他のグループと比較検討する中でより精度の高い実験

結果を得ようとしていました。複数グループの実験結果に、関連性をもたせることで

新しい発見や予想と違うことに気づくことができるようになりました。さらに実験結

果をモデルを用いて説明し、なぜそうなるのかを論理的に話し合う姿も見られました。

教科の学習内容を学ばせながらも、多くの先生が教科をとおして身につけさせたい力

の育成を進めていくようになり、教科の本質を踏まえた授業を展開しました。先生方

の教科観や授業観が感じられるものは、生徒にとって教科を楽しんで学んでいると同
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時に教科をとおして身につけさせたい力が着実に身についているのではないかと思

いました。授業に対する先生方の意識が変わり、それを受け生徒の授業に対する意識

も変わっているのではないかと感じました。 

 

具体的な「目指す小集団の姿」を教師がイメージできること 

「目指す小集団の姿」は発達の段階に応じて設定した目指す生徒の姿です。１年生

は、具体的な姿でイメージしやすい姿でしたが、学年が上がるにつれ、教師が求める

小集団の姿はよりレベルの高いものになり、表現も抽象的な姿となりました。抽象的

な表現によって、「自分の教科での姿はどんなものか」をイメージしにくくなりまし

た。ですが学年部ごとの研修を進めていく中で「自分の教科では、こんな姿が見られ

るようにしてきたい。だからこんな手立てを打っている。」「例えば〇〇の教科ならこ

んな手立てを打ってみたらどうか」というような話し合いができるようになっていき

ました。目指す小集団の姿の具体像を学年の中で共有していくことで、少しずつです

が、抽象的だった姿が、目の前の生徒の具体的な姿で見られるようになってきました。

この「目指す小集団の姿」の最終到達点が「本校での３年間の学びの集大成」であっ

てほしいと願っています。どの先生方も、そして生徒たちも「北中で学んできたから

こんなことができるようになった。」と語れるようにしていきたいです。 

 

教師も生徒も集団の中で学び続けられるように 

「生涯にわたって学び続ける」生徒がそうであるように、教師もそうでなければな

らないと思います。同じ学年内で、小集団学習の方法や目指す姿、達成度について確

認していく。同じ教科担当同士で、学校生活の中でその教科を学ぶ意義について話し

合っていく。そんな授業観や教科観が集団として成熟していけるようになったら、教

師と生徒で「学ぶ理由を語ることができる」授業を目指していけるはずです。そんな

授業を実践していければ、生徒は社会に出てからも自らが学ぶ理由を考えるようにな

るだろうし、教師は授業を見つめ、更に生徒を伸ばしていこうという意識にもつなが

ると思います。そのために授業の中で「真に意味のある小集団学習」をより深化させ

ていくことが大切だと考えます。生徒は自分の意見を持ち、他者と交流する中で深め

ていく。教師は教科でのつけたい力に迫る

ことができるような小集団学習を進めてい

く。その姿をイメージし、生徒にどう問い

かけ、何を考えさせていくか。私達教師の

「発問」の質を更に上げていくための研修

を、来年度は今年度以上に力を入れていく

べきことだと感じています。 
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～ 一 人 一 人 の 学 び の 深 ま り を 目 指 し て ～  

 

｢ 考 え る ｣ ｢ 伝 え る ｣ ｢ 聞 く ｣ 「 高 め る 」   

本年度は校内研修テーマを「生徒が主体的に追究・表現する授業～一人一人の学

びの深まりを目指して～」とし、授業では、「自らすすんで考え、意見を言える」

「友達の意見を聞き、自分の考えを高められる」生徒の育成を目指して実践を重ね

ました。 

 

授 業 改 善 の 道 ① ―７月、第１期公開授業から 

～２年国語科「盆土産」～ 

「一人一人の学びの深まりを目指す」ための手立て

として、深い学びを実現する学習問題の設定と、小集

団活動を充実させることに重点をおき、ＰＤＣＡサイ

クルを意識しながら、年２回のグループ研修を行いま

した。グループ研修を７月までの１期と 10 月までの

２期に分け、７月の研修内容をその後の授業実践に生かし、 10 月の研修でもう一

度振り返りをしました。公開授業では、一人一人の変容を見取るために、授業の前

後で比較することができる振り返りシートを用いて、参観者が生徒の変容を記入し、

事後研修に役立てました。 

第１期の公開授業では、生徒の変容から、手立てや活動の有効性を探り、共有を

図りました。２年生国語科では「盆土産」の単元で、「物語のテーマを具体的な表

現描写から考える」活動を通して、読み方の多様性を知りました。また、班での話

し合いや発表をもとに、物語のテーマを具体例に挙げながら個人で 300字にまとめ

るという授業を行いました。初めは今と昭和 40 年頃の時代背景の違いにしか気づ

かなかった生徒が、班での話し合いや友達の発表を聞くことを通して、家族愛とい

う物語の主題にせまることができました。これは小集団活動の中で自分の気づいた

ことや疑問点を発表し、自分とは違う視点をもった友達の意見を聞くことで、自分

の考えを再構築することに至った一つの良い例としてあげられます。しかし、初め

からテーマの家族愛に気づいていた生徒の変容はあまり見られず、小集団活動が

「意見の深め合い」ではなく「教え合い」にとどまっていたとも考えられ、「一人

一人の学びを深める」学習問題の設定の難しさを感じました。 

 

『 生 徒 が 主 体 的 に 追 究 ・ 表 現 す る 授 業 』  

                      掛川市立城東中学校 小杉 栄乃 

教員の校内研修 
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授 業 改 善 の 道 ② ―９月、第２期公開授業～２年数学科「一次関数」 

 ９月の公開授業では、第１期の課題の「一人一人の深い学びにつながる学習問

題」と「よりよい小集団活動」を目指し授業実践を行いました。２年生数学科「一

次関数」の授業では、「ダイヤグラムを読み取ろう」

という学習問題で、交点や直線の傾きなどいくつかの

視点をもたせて学習問題の焦点化をはかりました。複

数の情報をもとに、グラフの読み取りを行うためには、

一つ一つの情報を精査していく必要があり、生徒は対

話を通して確認したり、新しい気づきをもったりする

ことができました。初めは一つの視点しかもてなかった生徒が、班での話し合い活

動を通して複数の視点でグラフの読み取りを行うことができるようになり、その中

でよりよいものを選択するために考えを再構築していく過程がみられました。これ

は、学習問題にせまる解決方法が複数あり、複数の情報があったために数学の得意

な生徒にとっても小集団活動を行った価値の高い授業でした。一方で、一人一人の

読み取りが不十分で、話し合いが深まらなかった班もありました。「深める」こと

のできる学習問題であっても、最後は一人一人の読み取りが十分できないと自分の

考えを構築できないという課題が残りました。 

 

成 果 と 課 題  

 本年度の校内研修では、生徒に主体性と表現力を育みながら「一人一人の学びの

深まりを目指す」授業を考えてきました。学習問題や小集団活動の工夫等により、

積極的に問題に向かっていく生徒の姿が多く見られました。「自分の意見を言う」

ために考え、「友達の意見を聞いて再考する」という流れが定着しました。生徒の

発言や表現活動の量も徐々に増えてきました。その点では、校内研修で目指した生

徒の姿に近づくことができたのではないかと思います。しかし、小集団での話し合

いの深まり、一人一人の考えの深まりといった「学びの深まり」の点で課題が残り

ます。また、小集団から全体の学びに広げていく展開の工夫や効率化なども考えて

いく必要があります。 

 

来 年 度 に 向 け て  

 来年度は、城東学園小中一貫教育の掛川市指定研究３年目を迎えます。佐束小、

中小、土方小の３校と連携し、「コミュニケーション力」を育てる授業研究をすす

めます。小中４校の研究テーマをそろえ、「対話を通して考えを深める授業づく

り」を行います。小集団活動等の手立てを共有し、今の小学生が安心して中学に入

学し、安心して学び続けることができるよう、城東学園の教職員が一丸となり、

「城東を愛し、未来をたくましく生きる子どもの育成」を目指します。 

班 で 一 緒 に 書 き 込 め

る ダ イ ヤ グ ラ ム 表  
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「深い学び」を追究する校内研修  

 

「 大 浜 中 学 び の ス タ イ ル 」 を 柱 に  

本校が目指す生徒の姿は、小集団学習等での他との関わりの中で「わかった」

「できた」を実感することで、「もっと学びたい」「もっとわかるようになりた

い」と思う生徒です。 

そのために、本校は「大浜中学びのス

タイル」にもとづいて授業実践を行うこ

とを研修の柱にして、職員全員で実践し

ていくことにしました。具体的な取組と

しては、コの字型隊形、 ICT による分か

りやすい課題提示、できるだけ早く小集

団にする、その際、考える材料をタブレ

ット等で提供する、「対話・協働」を授

業の中心とする、 ICT による焦点化と比

較化でポイントを共有する、学びを実感

できる個での振り返りを行うなどです。 

 

 

 

実 践 に 基 づ く 校 内 研 修  

今年度、本校は４回の中心授

業を行いました。細案を作成

し、職員全員で授業を参観しま

した。講義で知識を学ぶことも

大切ですが、実際に授業を行

い、職員全員で分析すること

で、一人一人が自身の授業改善

に役立てることができると考え

ました。また、細案を作るにあ

たって、研究推進委員会や場合によっては職員全員で授業案を検討し実践していき

ました。 

 

                      掛川市立大浜中学校 大杉 鏡康 
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「 深 い 学 び 」 を 見 取

る 事 後 研 修  

今年度から子どもたちの深い学びを見

取るため、抽出生徒や抽出班を定め、そ

の表れをもとに事後研修を行いました。

見るポイントを定め、同じ土俵で協議を

することで、生徒の学びの深まりを考え

ることができます。「あの発問に対し、

〇〇さんはこのような発言をしていた」

「 A グループではこのような考えが出ていた」といった生徒のあらわれをもとに、

生徒の考えの深まりやよりよい授業にするための手立てについて議論することがで

きました。 

 

 

「 深 い 学 び 」 の 追 究  

このような取組を続けた結果、生徒を対象に行っている授業評価アンケートは以

下のようになりました。

「仲間と共に自分の考え

を深めることができた

か」という問いに対して

「あてはまる」と答えた

生徒の割合が１学期に比

べ、７％増加しました。 

教師が実践した手立て

についての数値ではな

く、その結果、子どもが

どのように感じたかという「 OUTCOME 」に関する表れで数値が伸びたことは大きな

収穫です。 

しかし、まだ課題もあります。「深い学び」のとらえ方です。年度当初に職員で

話し合ったとはいえ、授業を通して深まった子どもの姿がまだ明確ではないこと

が、事後研修の話し合いの中で話題に上がりました。ゴールのイメージを明確に

し、それに向けて有効な手立てを考え、よりよい授業改善をしていく必要がありま

す。大浜中のものがたりはまだ始まったばかりです。これからも学校全体で「深い

学び」を追究し、授業改善に取り組んでいきます。 
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カリキュラム・マネジメントを取り入れた授業改革 

 

これからの社会に求められる資質・能力の育成を目指して 

 本校では、「目標創出型授業（益川、2015）」と「カリキュラム・マネジメント

（県教育センターとの研究協力）」の実践を積み重ねることで、これからの社会に

求められる資質・能力の育成を目指してきました。特に今年度は、昨年度に作成し

た「カリキュラム・マネジメント」の授業計画を基に、授業を行いました。 

 

「防災教育」を取り入れた授業展開 

 カリキュラム・マネジメント（以下、カリマネ）の考え方から、本校では「防災

学習」を軸とした、各教科間の学習内容の接続を行いました。今年度は、中心授業

３回と公開授業週間（９月）など、様々な場面において公開授業を行いましたが、

その中から２つの実践を紹介します。 

《 ２年生社会科「災害から大須賀住民を守ろう！」（９月 28 日実施） 》 

本時の目標 

座標軸を用いて大須賀で有効な災害対策を比較・検証する活動を通し、大須賀地

区に住む一人として、地域の災害による課題について問題意識をもち、住民を災害

から守るための対策を練ることができる。 

本時、単元におけるカリマネ 

・「防災教育」（総合的な学習の時間）→地震、津波対策 

・「地震発生のメカニズム」（３年理科） 

 

 

 

 

 

 

 

《 ２年生理科「なぜ台風は日本にやってくるのか。」（ 11 月 15 日実施） 》 

本時の目標 

台風がどのように発生・発達し、どのような動きをするのかを調べ話し合う活動

を通して、台風の進路を気団と関連づけて説明することができる。 

本時、単元におけるカリマネ 

・「防災教育」（総合的な学習の時間）→気象災害への対策 

・「風（季節風・偏西風など）や、各地の気候と暮らし」（１・２年社会） 

・「天気予報士になって英語で説明しよう」（中２英語） 

                     掛川市立大須賀中学校 川中 瑞貴 

大須賀でどのような災

害対策ができるのかを、

座標軸を用いて考える。 

地域の現状についても触

れながら、大須賀にふさ

わしい対策を練る。 
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これからのカリマネ教育のために～２年間の研修から～ 

《 成果 》 

・他教科の動きが分かり、自分の教科だけでなく、全体の流れを見た上で、自分の

教科で必要なことについて意識しながら指導することができた。 

・「防災教育」を軸にするという同じ思いをもつことで、学校全体がまとまった。 

・他教科で学んだことを生かせるため、生徒がより意欲的に授業に取り組める。 

・自然災害が多発している現状から、防災を軸にした学習に対して必要感を感じ、

学習意欲の向上にもつながった。 

《 課題 》 

・「教科横断的に…」や「防災教育と関連させて…」と意識すると、「つなげる」

ことが目的になってしまいがちであるため、教科の本質や目指す子どもの姿を見

失わないように注意が必要である。 

・教科間のつながりを考えたときに、校内テストや学力調査の日程との絡みもある

ため、タイミングの調整が難しい。 

・「防災教育」というくくりで考えたとき、教科によっては難しい部分がある。 

《 研修を通して感じたこと 》 

 カリマネを行うためには、前年度からの準備が必要不可欠です。本校でも、昨年

度の校内研修で、他教科の教員との話合いの機会を設けました。それにより、他教

科の教科書や年間計画を見せ合いながら、自分の教科とのつながりを考えていくこ

とで、次年度の実践計画を立てることができました。また、話し合いの中で、接続

できそうな内容を多く見つけることができたため、自分の担当教科の指導方法を見

直したり、より効果的な指導方法を見つけたりすることができました。 

授業案作成の際に、「防災教育」につなげなければならないという思いが強すぎ

て、その教科で本来の付けたい力や資質・能力から離れてしまうことが度々ありま

した。それでは本末転倒になってしまうため、カリマネは飽くまでも手法であるこ

とを忘れてはなりません。 

 カリマネを効果的に用いることができれば、切実感のある問いを生んだり、学習

意欲を上げたりすることができそうです。追究したい問いに対して主体的に学ぶこ

とができる生徒の育成にもつながることでしょう。今後、さらなる研究が求められ

ます。 

台風のメカニズムを教科書で学んだ後、その知識

を生かして、猛威をふるった台風24号について、他

の台風とどう違ったのかを、気団や偏西風、季節風

と関連づけて考察する。台風の進路や強さについて

考えることで、実際の災害への早期対応に役立てる

ことができる。 
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